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PLC アダプター ( VL - SP 880 同捆用） 
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保証書別添付 


このたびは、/け■ソニック製品をお買い上げいただを、まことにありがとうございまず。 

■ 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

■ ご使用前に r をを上のごま意」（已〜9ページ)を必ずお読みください。 

■保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととをに大切に保管 
して < ださい。 
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巧長 


■ ドアホンやカメラの画像をビエラ（テレビ)で表示、デイーガルコーダー)で録画 


ドアホン親機 




in 



PLC アダプター ( VL - SP 880 同お用) 
〔マスターアダプター〕 


※イラストはイメージでず。 

テレビとレコーダーは組み合わせて利用でさまず。詳しくは3ページの r 機器の組み合わせ」や 
22〜2已ページの r 接続例」を参照してください。 

お知 5 せ） 

♦電力線の使巧状態によっては、使用でさない電源コンセントをありまず。 

参設置場所や設置条件によっては、ドアホン親機に映る画像、テレビに映る画像、レコーダーに 
録画された画像び異なって見えまず。 

参ずでに PLC アダプターをご使用の場合は、パナソニックのサポートウェブサイト 
( http://panas 日 nic.c 日」 - p / pcc / cs / faq / tvclfon/faq _ la . html ) を参照して くたさい。 


接続でさる機器について 


本製品は、下記の松下電器産業(株)製テレビドアホンおよびビエラ（テレビ)/ディーガ 
(レコーダー）に接続できます。 （2 日日7年]]月現在） 


テレビドアホン 


ビエラ（テレビ) 


VL - SW 100 K 

VL - SW 100 MK 

VL - SW 102 AK 

VL - SW 102 K 

VL - SW 104 K 

VL - SV 104 K 


VL - SW 105 K 
VL - SW 130 K 
VL - SV 130 K 
VL - SW 150 K 
VL - SVV ] 已已 K 



■ 地上•巳 S • 110度 CS デジタル八イビジョン 
プラズマテレビ 

TH -6 已 PZ 7 已 0 SK TH - 曰 0 PZ 7 已 0 SK 
TH -58 PZ 750 SK TH -42 PZ 750 SK 

ディーガ（レコーダー） 


I DVD レコーター/ブルー レイディスク レコーター 

DMR - XW 300 DMR - BW 900 

DMR - XW 200 V DMR - BW 800 

DMR - XW 100 DMR - BW 700 


•接続できる機器についての最新情報は、パナソニックのサポートウェブサイト 
( http://panas 日 nic.c 日」 - p / pcc / cs / faq / tvclfon/faq _ la . html ) を参照して くたさし、。 
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機器の組み合わせについて 


接続できるテレビ/レコーダーについては2ページをご覧ください。 
再生には、別にレコーダーの再生びでさるテレビとの接続び必要でず。 


ドアホン/カメラの映像を 
•テレビ （1 台)に表示 


〇 




1 


ドアホン/カメラの映像を 
•テレビに台)に表お 


〇 


〇 




ドアホン/カメラの映像を 
• レコーダーで 録画 


〇 


※2 


ご… ■ 


… 二‘… 

IT 


ドアホン/カメラの映像を 
* テレビ （1 台)で表示 
• レコーダーで 録画 


〇 


〇 
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ドアホン/カメラの映像を 
* テレビ (2 台)で表お 
• レコーダーで 録画 


〇 


〇 


〇 


ドアホン用 PLC アタプターは、下記のようにテレヒ （ 2台まで）とレコーターを組み合わせて利用 
でさます。 （22 〜2已ページの接続図は、下記の組み合わせ⑥の場合を例に説明をしていまず。） 


利用内容 


ドアホン用 
PLC アダプター 
パック 


テレビ 
(1 台目） 


テレビ 
に台目户1 


レコーダー 


《1 


1 2 
※※ 


組み合わせ①組み合わせ③組み合わせ③組み合わせ④組み合わせ⑥ 


ご使用の前に 
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取扱説明書(本書)の表記について 

本書内での表記について 

参本書では、ドアホン用 PLC アダプターと PLC アダプター (VL-SP880 同捆用)の両ちを表す場合、 
「アダプター」と表記しています。 

♦本書では、ドアホン用 PLC アダプターを r ターミナルアダプター」と表記している場合びあり 
まず。 

♦本書では、 PLC アダプター (VL-SP880 同お用）を「マスターアダプター」と表記している場合 
びありまず。 

参本書では、 PLC 巧ノイズフィルター (VL-SP880 同捆風を r ノイズフィルター」と表記してい 
る場合びありまず。 

♦本書では、 PLC アダプター (VL-SP880 同お用)の本体表示 WASTE 刊 /「TERMINAL」 を、 
「マスター」/「ター S ナル」と表記している場合びあ0まず。 

参本書で使用しているドアホン親機のイラストは、 VL-SW] 已 0K を代表として記載していまず。 
また、テレビのイラストは TH- 日已 PZ7 已 OSK、 レコーダーのイラストは DMR-XW300 を 
代表として記載していまず。 



♦卜 お知らみ 

参（防〇ページ).. 


マーク表記について 

操作上、お守りいたださたい重要事項や禁止事項を記載していまず。 
必ずお読み < ださい。 

操作の参考となることや、補足説明を記載していまず。 

説明上、参照していたださたいページを記載していまず。 


商標/登録商標について 


参 「HD-PLC」 は商標でず。 

参その他、本書に記載の会社名-□ゴ-製品名•ソフトウエア名は、各会社の商標または 
登録商標でず。 
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まを上のご注意 f 必ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守り 
いただくことを、次のよラに説明していまず。 


■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを害 
や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重傷 
などを負う可能性び想定される」 
内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害のみび発生する 
可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、；欠の 
絵表示で区分し、説明していまず。 

(下記は絵表示の一例でず） 


0 このよラな絵表示は、しては 
いけない「禁止」内容です。 


〇 このよラな絵表示は、化ず 
実行していただく「強制」 
内容です。 


A 警告 


電源コード*電源プラグを破損ずるようなことはしなぃ 

い言つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、ねじった0、^ 
I引っ張ったり、重ぃ物を載せたり、束ねたりしなぃ I 

傷んだまま使用ずると、感電■ショート-火災の原因になりまず。 

禁止 

• コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。 


電源プラグのほこりなどは定期の 
にとる 

© プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良となり、 
火災の原因にな0まず。 

♦電源プラグを抜さ、乾いた巧でふいて< 
ださい。 


電源プラグは根元まで確実に差し 
込む 

〇 差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による火災の原因にな0 
まず。 

♦傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは 
使用しないでください。 


上下を正しく設置ずる 

〇 '賴 

逆さまに設置ずると、コンセントとのずさまに異物（ク1」ップなど)び入0、発火や感電の 
原因になりまず。 

• 上下を確認して設置してください。 

V J 


巨 





















A 警告 


煙.異臭.異音が出たり、落下. 
破損したときは、ずぐに電源ブラ 
グを抜く 

そのまま使巧すると、火災や 
感電の願になりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

♦使用を中止し、販売店へご相談<ださい。 

コンセントや配線器具の定格を 
超える使いかたや、 AC 100 V 
切外での使用はしない 

たこ足配線などで定格を超える 
fX ) と、発熱による乂災の原因にな 
v ^ y りまず。 

禁止 

めれた手で、電源プラグの抜を差 

雷が鳴った！5本製品 • 電源コード- 

しはしない 

電源プラグに触れない 

( SKy 感電の願になりまず。 

感電の願になりまず。 

城れ手禁止 

接触禁止 

分解-修理-改造しない 

指定 1 U 外の機器は接続しない 

0 り） • 感電の原因になりまず。 

分解禁止 

火災•感電の原因にな0まず。 

禁止 

• 修理は販売店へご相談ください。 


機器内部に金属物を入れたり、 

医療機器の近くでの設置や使用を 

め5したりしない 

しない 

火災•感電の原因にな0まず。 

禁止 

(手術室、集中治療室、 ccu 《 
などには持ち込まない） 

^ 本製品からの高周波信号び、医 

療機器に影響を及ぼずことびあ 

V 0、誤動作による事故の原因に 

♦金属物び入った0、めれた0した場合は、 

ずぐに電源プラグを抜いて販売店へご相 

なりまず。 

談< ださい。 

V 

《 CCU とは、冠状動脈疾患監視病室の 
略称でず。 

J 


安全上のご注意 


ご使用の前に 
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まを上のご注意 f 必ずお守りください） 


A 警告 


ノイズフィルターを巧き差しずる 

落下させたり、強い衝撃を加えない 

ときは本体(金属でない部分)を持つ 


感電の願になりまず。 

けびの願になりまず。 


禁止 


ドアホン用 PLC アダプターの接続-設置について 


ぐ 


電源 ( AC 1 00 V ) を入れたまま 

雷のとをは配線工事をしない 

配線工事をしない 


感電の原因になりまず。 

火災•感電の原因にな0まず。 

禁止 

禁止 

V 

J 


A ミ主意 


ケーブルを引っぱったり、コネク 
ター部に無理な力を加えない 

不安定な場所や振動の激しい場所 
では使用しない 

/V ^破損や感電の原因になることび 

V 、/ ぁりまず。 

禁止 

落下により、破損やけびの原因 
y N / になることびありまず。 

禁止 

長時間使用しないときや、お手入 
れずるときは、必ず電源プラグを 
コンセントか 5 巧く 

湿気や湯気-油煙-ほこりのをい 
場所では使用しない 

漏電 • 感電の願になることび 
ありまず。 

電源プラグ 
を巧く 

V 

/V A 火災-感電の原因になることび 
ぁりまず。 

禁止 

J 
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_ A 汪局 _ 

ノイズフイルターは、最大定格1己00 W を超えて使用しない 

容量を超えると焼損の恐れびあり、火災の原因になることびありまず。 

禁止 

参合計]已00 W じ(下でお使いください。 


ご陵用の前に 


安全上のご注意 


9 







ご巧用上のお願い 


本製品は、涼しくて湿気び少なく、なるベ 
く温度び一定のところに設置してください。 

動作温度： 0で〜40で 

動作湿度： 20 0/□〜8已％ (結露なきこと） 


を-暖房機のおくには設置しないでください。 

変形-変色または故障-誤動作の原因にな 
りまず。 


放熱のため、ドアホン用 PLC アダプター 
およびマスターアダプターの周囲には、 
できるだけ10 cm む上の空間をとって 
<ださい。 

変形-変色または故障-誤動作の原因に 
なりまず。 


マスターアダプターを 設置ず るには、 

巧か5コンセント差込□まで約吕0 cm 
必要でず。 


♦本製品を分解-改造ずることは法律で禁じられていまず。 

(故障の際は、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。） 

♦停電、電力線上のノイズなどの外部要因により生じたデータの損失ならびに、その他直接、 
間接の損害につさましては、当社は責任を負えない場合ちございまずので、あらかじめご 
了承 < ださい。 

♦使用を中止ずる場合、壁掛けにしているとさは、万一の落下防止のため、ドアホン用 PLC 
アダプターを壁から取り外してください。 

♦取扱説明書に従わず、正しく設置されなかった場合などの故障および事故について、当社 
はその責任を負えない場合をございまずので、あらかじめご了をください。 


他方式の PLC 製品と①併用は動作保証でさません。 
機器の性能に該響を与えることびありまず。 
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屋内専用 

電波法令により本製品の使用は屋内に限定されていまず。 

無線通信へ該響び発生した場合 

本製品は、アマチュア無線、短波放送、航空無線、ミ毎上無線、電波を使用した天文観測などと同 
じ周波数を使用した高周波利用設備であり、これ5①無線設備の近傍で使用した場合、これ5の 
業務の巧害となる可能性びありまず。もし、継続的かつ重大な巧害の原因が本製品であると確認 
された場合は、電波法に昼づき巧害を除去ずる必要な措置 x をとることを総務大臣か5命じ5れ 
ることびありまず。 

《アダプターの停止措置び必要になった場合は、ずべてのアダプターの電源プラグを電源コン 
セントから抜いてください。 

その後、お買い上げの販売店またはお客様ご相談センター (11^66 ページ)へご連絡ください。 
本製品は、 PLC-J (高速電力線通信推進協議会)ガイドラインに準拠していまず。 

医療機器のおくでの設置や使用をしない 

本製品からの高周波信号び、医療機器に彰響を及ぼずことびあり、誤動作による事故の原因に 
な0まず。 

アダプターが 影響を 与える 電化製品 について 

アダプターはじ(下の電化製品の電気ノイズ源となる場合びありまず。 

■短波ラジオ 

■ 調光機能付さ照明器具やタツチランプなど 
■「 HD - PLC 」 規格※1を使用していない PLC 製品 
■ 無線を利用した遠隔操縦機器 
■ワイヤレスマウス 

《 ]「HD-PLC」 規格の製品には下記の表示びされていまず。 

HDPLC 

アダプターにより影響を受けていると思われる場合は、下記の対処をしてください。 

それでち症状び改善されない場合は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。 


• アダプターの電源コンセントを別の電源コンセントに差し替える 
• 短波ラジオの場合は、使用場所を壁から遠ざける 
• 短波ラジオの周波数を変更して受信をずる 
• 本書の旧ったとき」（防已7ぺージ)を参照ずる 
• 電池び使用可能なラジオであれば、電池で動作させてみる 


ご使用の前に 


ご使用上のお願い 





ご ffi 用上のお願い（つづを) 


使用環境について 


♦アダプターは、既をの電力線(屋内電気配線)を利用してデータ通信を行いまず。電気ノイズ 
や電力線の長さ、ブレーカーの仕様の影響を受けることびあ0まず。また、近傍に強い電波 
を発する無線設備びある場合は、通信速度の低下、または、通信でさない場合びありまず。 
アダプターを設置するとさは、次の点にごミ主意<ださい。 


電源コンセント 


♦アダプターの電源プラグは、壁の電源コンセントに直接接続してください。 
(アダプターの接続には、ノイズフイルターを利用しないでください。） 


電源 コンセント 

電源 コンセント 

B 



岡 


¥ 


ドアホン用 


マ乂ター 


••- 

PLC アダプター 

す 

アダプター 


♦アダプターを接続した同じ電源コンセントに電化製品を接続ずる場合は、ノイズフィルターを 
利用して電源を接続してください。（本製品にはノイズフィルターを2個付属していまず。足り 
ない場合は、別売のノイズフィルター品番: VL-P 910〔ヴービス扱い]をお買い求めください。) 



参やむなくドアホン用 PLC アダプター(ターミナルアダプター)を 0A タップ(テーブルタップ)に 
接続ずるときは UTF ①点にごま意ください。 

マスターアダプターは、必ず、壁の電源コンセントに直接差し込んでください。 

• 雷サージ対応のテーブルタップは使用しないで< ださい。 

(アダプターの性能に影響を与えることびありまず。） 

• テーブルタップは壁の電源コンセントに直接接続してください。 

• テーブルタップの電源コードはでさるだけ短いをのをお使いください。 

• ノイズフィルター付きテーブルタップに接続しないでください。 


の 〇 n ^ □ D 

電源 ^ -^ 

コンセント 


弓 ノイズフイルター巧をテーブルタップ 

F ] ドアホン用 
二 J PLC アダプター 


ドアホン親機じ(外の電化製品とドアホン用 PLC アダプターを同じテーブルタップに接続しな 
いで〈ださい。 AC アダプタ-または充電器 



ドアホン用 
PLC アダプター 


♦アダプターの性能に該響びでる恐れびあるので、アダプターをバックアップ電源装置(巧停電 
電源装置 (UPS) など)に接続しないでください。 
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アダプター間の通信への巧害 


電化製品には電気ノイズび発生ずるちのびあり、電気ノイズび電力線を通ると、アタプターの 
性能、通信速度に影響を与えることびありまず。 

♦電気ノイズび発生しやずい電化製品がアダプターとは別の壁の電源コンセントに差されている場合は、 
ノイズフイルターを利用して電源を接続してください。 


圓' 


I 

ノイズフィルター 


AC アダプター 
fo^ 3 □ □[ 


充電器 


L| 



ノイズフイ ルター 


パソコン携帯電話 

• 電気ノイズが発生しやずい電化製品は、例えばむ下のようなものでず。 

■充電器(携帯電話の充電器を含む） ■電気ド U ル 

■ AC アダプター(モデム、ルーター、ノートパソコンなど） 

■ ヘアードライヤー ■ 調光機能付き照明器具やタッチランプなど 

■ 掃除機 ■デスクトップパソコン 

電力線 

ドアホン用 PLC アダプターを接続ずる電源コンセントと、 マスター アダプターを接続ずる電源 
コンセントび非常に離れたところにある場合、双方のデータ通信びできないことびありまず。 
そのとさは、別の電源コンセントに差し替えてください。 

ドアホン用 PLC アダプターを使巧ずる場所に置さ、電源プラグを電源コンセントに差し込んだ 
あと、通信速度の確認を行ってください。 （ b ^27 ページ） 


分電盤 

♦マスターアダプターとドアホン用 PLC アダプターは、 
同じ分電盤か5きている電源コンセントに接続して 
<ださい。 

• 1つの分電盤の中でのみ通信巧能です。 

2世帯住宅などで分電盤び2つし i (上ある場合は、 
分電盤を越えて通信でをません。 


参一般家庭の単柏=線式10 0V 配線には、 L1 相、 L2 
巧としけ2種類びありまず。 

L1 巧と L2 巧間の異巧間通信の場合は、同相間の通信 
に比べて信号がを少減衰するため、 PLCii 信に該響 
をちえやすい機器の該響と重なって、通信できない 
場合もありまず。 


[例： 2世帯住宅] 




円 


三 


n DDDDD 
U DDDDD 


i け当用 
:分電盤 


ドアホン巧 
PLC アダプター 


V 


a 

. 0 © 0 " 


分電盤 、 
(例） 


L1 ホ目 



ご使用の前に 


ご使用上のお願い(つづさ) 
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ご ffi 用上のお願い（つづを) 


セキュリティに関するお願い 


■ 本製品をご使用になる場合、下記のような被害を受けることび想定されまず。 

♦本製品を経由したお客様のプライバシー情報の漏えい 
( ドアホン画像データなどの通信内容） 

♦悪意の第=ちによる本製品の不正操作 

♦悪意の第=ちによる本製品の妨害や停止 

■本製品をご使用になる場合は、十分なセキュリティ巧策を行ってください。 

セキュリティ巧策は下記のとおりでず。 

C 本製品をインターネットに接続している場合） 

• J レーターの取扱説明書に従って、適切なセキュ U ティ設定(ファイアウォー J レ設定など)を行ラ 

♦無線 LAN をお使いの場合は、無線 LAN 機器の取扱説明書に従って、暗号化などの適切な 
セキュ U ティ設定を行ラ 

※セキュ U ティに関する設定を行わずに使用した場合に生じる問題を、十分理解されたラえで、 
お客様自身の判断と責任においてセキュ U ティに関する設定を行い、無線 LAN 製品を使用 
されることをおすずめします。 

■セキュリティに関する設定を行わずに使用された場合に発生した、セキュリティ①問題 

および、これによって生じた損害に巧し、当社は責任を負いかねまず。 

■む下のよラな場合は、本製品を初期化してください。 （ b ^40 ページ） 

♦当社び関与でさない外部業者に、修理を依頼されるとさ 

♦他人に譲ミ度ずるとさ 

■本製品を廃棄ずるときは、本製品を巧]期化してください。 （ b ^40 ページ） 

パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

第=ちのネットワークへの侵入を防ぐために、本製品び提供しているセキュ U ティ対策は 

じ(下のとおりでず。 

• マスターアダプターに登録されているドアホン用 PLC アダプター(夕ーミナルアダプター) 
のみネットワークに接続でさまず。 

• マスターアダプターの [PLC セットアップボタン]を押してから、已秒攻内に [PLC セットアッ 
プボタン]を巧した近距離にある]台のドアホン用 PLC アダプターのみ、マスターアダプター 
に登録されまず。 

• データは AES] 28 bit 暗号化方式で保護されていまず。ただし、第；者による傍受に巧して、 
セキュ U ティを保証ずるをのではありません。 

• データび暗号化方式で保護されているのは、電力線上 （ ドアホン用 PLC アダプターとマスター 
アダプターの間)のみでず。イーサネット上(マスターアダプターとテレビやレコーダーの 
間など）では、暗号化されていません。 


アダプターを 譲渡.廃棄するときは 


♦譲渡または廃棄ずるアダプターを、初期化してください。 （ b ^40 ページ) 
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付属品 • 添付品の確認 

不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。 

付属品 



J 



0取扱説明書(本書） 
□ かんたんガイド.... 


添付品 

] 冊 □ 保証書 
] 部 


] 式 


ご使用の前に 


ご使用上のお願い(つづさ)/付属品.添付品の確認 


1已 





























riHD-PLCJ とは 

「HD-PLC」 は、既をの電力線(屋内電気配線)を利用してデータ通信を行う新しい通信技術 
です。 

それぞれの電源プラグを電源コンセントに差し込むだけで、イーサネットケーブル (LAN 
ケーブル)の配線び困難な場所や、部屋の壁のよラな障害物のため無線通信びでさないと 
ころでち、データ通信びでさるよラになります。 


マスターアダプターと夕ーミナルアダプターについて 


「HD-PLC」 を利用したネット ワークは、マスターアダプターとター S ナル アダプターで 
構成されます。 ター S ナル アダプターは ネット ワーク 上の1台の マスターアダプターに 
登録されている必要びあります。 

本製品のドアホン用 PLC アダプターは、お買い上げ時には、ターミナルアダプター 
としてマスターアダプターに登録されていますので、登録作業は不要です。 



ドアホン用 PLC アダプターパックを使用ずると… 

既をの電力線を利用ずるので、配線び困難な場所でを 
テレビやレコーダーでドアホンの画像を確認-録画でさる！ 


ドアホン用 PLC アダプターにはドアホン親機をつなぎ ( b ^28 ページ)、マスターアダプターの 
LAN ジャックにはテレビやレコーダーをつないでください0^31ページ)。アダプターの電源 
プラグを電源コンセントに差し込み、テレビやレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを 
登録ずると、ドアホンの画像をテレビで表示したりレコーダーで録画でさるよラになりまず。 
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インターネットが利巧でさる環境では 
マスターアダプターはルーターの LAN ジャックに接続してください。 


^インターネット^ 


テレビ 


モデムも 


レコーダー 


ブ□ードバンド 
ルーター 


電源 

コンセント 


パソコン - 

口山 


マスター 

アダプター 


. 〇 @ 〇 II 


ドアホン親機 


ドアホン用 
PLC アダプター 
(ター5ナル 
アダプター） 


電源コンセント 


ドアホン 


• ルーターの電源は切5ないでください。 

(テレビやレコーダーに、ドアホンの画像を表示-録画でさなくなりまず。） 

♦本製品にルーター機能はありません。テレビやレコーダー、パソコンをインターネットに 
接続ずる場合は、ルーターに接続してください。 

ルーターについては、ご契約のプ□バイダーにご確認ください。 


ご使用の前に 


「 HD-PLC I とは 
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各部のなまえとはた 6 き 

ドアホン用 PLC アダプター 

《正面/ち側面》 


PLC インジケータ- 

「HD-PLC」 ネットワーク 
接続時に点灯しまず。 

(防37ページ） 


機器登録消去スイッチ 

ドアホン用 PL 巳アダプターに 
登録しているテレビやレコーダー 
の登録情報を消去します。 

(防4已ページ） 


機器1 ( TV ) インジケーター 

テレビにドアホン用 PLC 
アダプターび登録されて 
いるとをに点なします。 
データの 送信中は点滅 
0 cK 9 0 

(防37、3曰ぺージ） 


機器2インジケーター 

レコーダーにドアホン 用 PLC 
アダプターび 登録されている 
とさに点なします。 

データの送信中は点滅します。 
(防37、38ぺージ） 


PLC セットアップボタン 

アダプター登録時(防42ページ)、 
通信速度確認時(》^27ページ)に 
使用します。 



を設定消去スイッチ 

アダプターを初期化します。 
初期化を行ラと、マスター 
アダプターとドアホン用 PLC 
アダプター間で通信するため 
の登録情報およびテレビや 
レコーダーの登録情報び消去 
されます。 （ b ^40 ぺージ） 


U セツトスイツチ 

ドアホン用 PLC アダプターを 
再起動します。 （ b ^44 ページ） 


通常/保守モード切替スイッチ 

「通常」に設定しておいて < だ 
さい。パソコンで設定画面を 
見るとさに「保守」に設定しまず。 
(防4日ぺージ） 

機器登録ボタン 

ドアホン用 PLC アダプター 
をテレビや レコーダーに 登録 
するとき に 使用しまず。 

(防32、33ぺージ） 
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《背面》 



ご使用の前に 


各部のなまえとはた5さ 
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各部のなまえとはた 6 を(ごづを) 


PLC アダプター ( VL - SP 880 同個用) 


《正面/左側面》 


LAN インジケータ- 

LAN ケーブル接続時に 
点なしまず。 データの 
送受信中は点滅しまず。 

(防3日ページ） 

PLC インジケーター 

「HD-PLC」 ネットワーク 
接続時に点灯しまず。 

(防3日ページ） 

を設定消去スイッチー 

アダプターを初期化しまず。 
初期化すると、マスターアダプター 
とドアホン用 PLC アダプター間で 
通信するための登録情報び消去 
されます。 （ b ^4 □ページ） 



MASTER インジケーター 

マスターアダプターとして 
設定されたとさのみ点灯 
しまず。 （11^39 ぺージ） 

PLC セツトアップボタン 

アダプターを再登録ずる 
ときに使用しまず。 

(防41ページ） 


《背面/底面》 


モード切替スイッチ 

「マスター」/「ター S ナル」 
の設定びでさまず。通常は 
「MASTE 刊に設定してお 
いて < ださい。 


LAN ジャック 



電源プラグ 

電源コンセントに差し込むと、 
電源び入0まず。 


(LAN 1 / LAN 2/ LAN 3) 

LAN ケーブルで、テレビやレコーダー、 
ネットワーク機器(ブ□ー ドバンド 
ルーター、パソコンなど）に接続しまず。 
(防31ページ） 
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設置の流れ 


アダプターの設置手順は下記の通0です。 

それぞれの設置ち法は、各参照ページをご覧ください。 



使いかたに合った接続例を確認する 

• インターネットに接続していない場合 
•パソコンでインターネットに接続している場合 


陪22ぺージ 

防22ページ 

防 24ぺージ 



▼ 


▼ 


▼ 


設置場所をミ夫める 

• マスターアダプターとドアホン用 PLC アダプター間の 
通信速度を確認ずる 


陪2巨ぺージ 

防27ぺージ 



ドアホン用 PLC アダプターをドアホン親機に接続する ぺージ 

• ドアホン親機の機能設定を確認ずる （A 接点出力） 心30ページ 




マスターアダプターをテレビやレコーダーに接続ずる c ^31 ぺージ 



▼ 


U 


ドアホン用 PLC アダプターをテレビに登録する 
(ドアホン設定をする） 

ドアホン用 PLC アダプターをレコーダーに登録ずる 
( ドアホンの接続設定をする） 


正しく接続-設定でをているか確認する 

• アダプターのインジケーターを確認ずる 
• 動作を確認ずる 


陪32ぺージ 
陪33ぺージ 


陪34ぺージ 

防 34ページ 
防 34ページ 


ご使巧の前に 設置.接続 


各部のなまえとはた5き(つづき)/設置の流れ 
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接続例 

使いかたに合った接続例を確認して < ださい。 

すでに PLC アダプターをご使用の場合は、パナソニックのサポートウェブサイト 
( http :// panascinic . ccu ' p / pcc / cs / faq/tv が on / faqja . html ) を参照して くださし、。 


インターネットに接続していない場合の接続例 


ドアホン親機 テレビ (2 台まで) 



ノイズフィルターの定格 （1 已00 W) 巧であれば、 ] つのノイズフィルターに=角タップなどを 
接続して、その先にテレビやレコーダーの電源コードを一緒に接続することちでさます。 
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♦テレビやレコーダーのネットワーク設定で、 IP アドレスの自動取得を「ずる」に設定してくだ 
さい。設定については、お使いのテレビやレコーダーの取扱説明書をお読みください。 
































































--•2台目のテレビを接続する場合… 

テレビ 



LAN ケーブル 


ノイズフィルター 



テーブルタップ 


電源 

コンセント 


PLC ァダプター 

(別売品） 


《2 2台目のテレビの接続には、2つの方法びありまず。 

• LAN ケーブルで、マスターアダプターと2台目のテレビを直接、接続ずる 
• 松下電器産業(株)製の PLC アダプター(増設用）を使って、接続ずる 

接続のしかたや接続の際に必要な設定などは、パナソニックのサポートウェブサイト 
(http://panasonic.co.jp/pcc/cs/faq/tvclfon/faq_la.html) を参貝負して < ださし、。 
また、 PLC アダプターの 最新情報は、 

(http://panasoni 巳'巳 o'jp/p 巳巳/ produ 巳 ts/pl 巳/ index'html) を参貝貝して く にさし、。 


接続例 
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接続例(つづま) 


インターネットに接続している場合の接続例 


ドアホン親機 テレビ (2 台まで) 



ノイズフィルターの定格 （1 已00 W) 内であれば、 ] つのノイズフィルターに=角タップなどを 
接続して、その先にテレビやレコーダーの電源コードを一緒に接続することちでさます。 



• ルーターの電源は切5ないで < ださい。 

(テレビやレコーダーに、ドアホンの画像を表お-録画できなくなりまず。） 

♦ルーターの DHCP サーバー機能は r 有効」 （IP アドレスを自動的に割り当てる設定）にしてくだ 
さい。通常は r 有効」に設定されていまずので、変更ずる必要はあ0ません。設定については、 
お使いのルーターの説明書をお読みください。 

参テレビやレコーダーのネットワーク設定で、 IP アドレスの自動取得を「ずる」に設定してくだ 
さい。設定については、お使いのテレビやレコーダーの取扱説明書をお読みください。 
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《2 2 台目のテレビの接続には、2つの方法びありまず。 

• LAN ケーブルで、マスターアダプターと2台目のテレビを直接、接続ずる 
• 松下電器産業(株)製の PLC アダプター(増設用）を使って、接続ずる 
接続のしかたや接続の際に必要な設定などは、パナソニックのサポートウェブサイト 
(http://panasonic.co.jp/pcc/cs/faq/tvclfon/faq_la.html) を参貝負して にさし、。 
また、 PLC アダプターの最新情報は、 

(http://panasoni 巳'巳 o'jp/p 巳巳/ produ 巳 ts/pl 巳/ index'html) を参貝貝して < たさし、。 


接続例(つづさ) 


2已 












































設置ずる 


設置場所をミ夫める 


アダプターを設置する前に、「使用環境について」 （ crl 2ページ)をお読みください。 

1マスターアダプターとドアホン用 PLC アダプターを、使用する場所に置を、 
それぞれの電源プラグを電源コンセントに差し込む 

♦電源コンセントは、使用ずる場所にでさるだけ近い電源コンセントをお使いください。 




お知らな） 

♦マスターアダプターに登録後 (11^41 ページ)、設置してください。 

(本製品は、お買い上げ時に、あ5かじめ登録びされていまず。） 


2 それぞれの PLC インジケーターが青点なして 
いることを確認する 

♦ PLC インジケーターび青点なしていないとさは、 
「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されていません。 
「困ったとさ」の r インジケーター表示について」 

(防日〇ぺージ)を参照してください。 




上記の手順び終了した日、アダプター間の通信速度を確認してください。（陽27ぺージ) 
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アダプター間の通信速度を確認ずる 


D 


通信速度び遅い場合は、快適なデータ通信びでさません。 

アダプターを使用する場所に設置したら日ページ)、ドアホン用 PLC アダプターと 
マスターアダプター間の通信速度を確認してください。 

• 機器1 (TV) と機器2のインジケーターび消'打または緑点'打していることを確認してか5、 
下記の操作をしてください。 


ドアホン用 PLC アダプターの 
[ PLC セットアップボタン]を、 

約1秒間巧ず 

• 通信速度測定中は、ドアホン巧 PLC アダプターの 
インジケーターびじ(下の順番で点灯しまず。 


インジケーター 


PLC セットアップ 
ボタン 

• 細い棒状の物で 
押す 




ドアホン用 
PLC アダプター 


■ 測定結果について 

通信速度の測定結果は、インジケーターの点灯(約已秒間）でお知らせしまず。 


インジ 
ケーター 

〇 PLC 

〇機器 1 (TV) 

〇機器 2 

〇 PLC 

〇機器 1 (TV) 

故-機器2 

〇 PLC 
ろ:-機器1けの 
韓-機器2 

韓 PLC 

;〇こ-機器1饥） 

妓機器2 

: 巧/ミ:ホ巧 

:巧片了台ヒ 

:居 .. . 




jSIn 个ぉ 

擅レ' . 




-:〇:-:点口 
〇 :稱口 


インジケーターび1つしか点归しない場合、テレビやレコーダーに、ドアホンの画像が表示- 
録画されないことがありまず。できるだけ、インジケーターび2つじ Lb 点！打ずる場所(電源 
コンセント）に設置して < ださい。 

インジケーターび1つしか点なしないときは、已8ぺージの r 接続できなかったときには(通信 
速度び遅い)」に従って確認してください。 

( j) お知5せ） 

♦測定結果は、ドアホン用 PLC アダプターからマスターアダプターへのデータ通信速度でず。 
• 通信速度は、環境の変化により変わることびありまず。 

• PLC インジケーターび青点灯した状態でないと測定はでさません。 


通信速度の確認ができた! 5、ドアホン用 PLC アダプターをドアホン 親機に (防 '28 ぺージ)、 
マスターアダプターをテレビやレコーダーに接続してください (cr31 ぺージ)。 


設置する 
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設置する(つづを) 


ドアホン用 PLC アダプターをドアホン親機に接続する 


接続ずる前に、ドアホン親機とドアホン用 PLC アダプターの電源は切っておいてください。 
接続後、電源を入れて< ださい。 

• ドアホン親機への接続については、お使いのテレビドアホンの工事説明書および取扱説明書 
をお読みください。 

(下記の接続は、テレビドアホン 〔 VL - SW 130 K / VL - SW 1 已〇口の例でず。） 


ドアホン親機 


A 接点出力端子へ 
(無掘ま） 



ドアホン親機底面 


映像出力端モ 





映像出力端子へ 


接続ケーブル 

(付属品） 


詳しい 配線は b ^29 ページ 


A 接点入力端子へ ♦ ♦ 映像入力端子へ 
(無掘ま） 

ドアホン用 
PLC ァダプター 


電源 

コンセント 



テーブルタップ 


リ充電器など 


fV) お知5せ^ 

参ドアホン親機の A 接点出力端テに、光るチヤイムなどの機器を接続している場合は、取り外し 
てください。ドアホン用 PLC アダプターと両方使用ずることはできません。 

♦付属の接続ケーブルの長さび足りない場合は、下記仕様の市販品を、 

それぞれお買い巧め < ださい。 

A 接点接続用ケーブル： 単お線¢0.日已 mm 〜 00.8 mm 、 

長さ]0 m じ(内 
ピンプラグ映像コード ：長さ]0 m じ(内 


A 接点接続用ケーブルの 
むさしろ 


9 mm 
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■ 接続 ケーブルなどの 配線に ついて 
<ドアホン親機とドアホン用 PLC アダプターを上下に設置するとき> 

〇ドアホン親機の電源コードをドアホン用 PLC アダプター 

の溝に通す (電源を直結しない場合のみ） 

0接続ケーブル(付属品)を、ち図のよラに配線する 
• 接続ケーブルのスライダーは、配線しやすい位置に 
移動(スライド)させてください。 


ドアホン親磯背面 


A 接点出力端子 ■ 
(または A 接点端子） 


ボタ 

'卜 

ン 

け 

丄山ブ 

- U 而于 

K 

口* 


1 



1 








>接続ケーブルの抜を差しは、 
端テの横にあるボタンを 
ドライバーの先などで押し 
なびら行ってください。 



電源コード 


接続ケーブルー 
(付属品） 

スライダー、 
映像入力端テ 


ドアホン用 PLC 
アダプター背面 


F 


JT 「 




mf 

pi _1 可 

分 f ~ '限 

( g ) 



♦接続ケープルは、ドアホン用 PLC アダプターの下側に 
引さ出ずことちでさまず。 


〇スライダーを、下側に約] 0 cm 
移動させる 

0 接続ケースレを溝に通す 
@ち図のよラに、それぞれの 
端テに接続する 


映像入力端モ 


たねませて 
線処理する 


A 接点入力端子 



スライダー 


電源コード 


設置.接続 


設置する(つづき) 
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2 跌定]を押し、 [▼][▲] で 
「 A 接点出力」を選ぶ 


機能設定/その他 


曰時 

鳴り分け 
A 接点出力 


■3 ページ 


5 [ミ夫定]を巧す 


• 「ピー」と鳴0、手順3の画面を表示 


0 終わったら、 

[終了]を巧す 


設置する(つづを） 


ドアホン親機の機能設定を確認する （ A 接点出力） 




ドアホン親機の機能設定 （rA 接点出力」または rA 接点」 ） び「□ N」 のとき、ドアホンや 
カメラからの呼び出しに連動して、テレビやレコーダーに画像び表示-録画されます。 
機能設定び roN」 になっていることを確認してください。また、連動させたくない 
ドアホンやカメラびある場合は、設定を 「OFF」 にしてください。 

♦テレビドアホンのお買い上げ時の設定：ずべて roN 」 

♦設定の変更については、お使いのテレビドアホンの取扱説明書(機能設定： 「 A 接点出力 J 
または 「 A 接点」）をお読みください。 

(下記の操作は、テレビドアホン 〔 VL - SW 130 K / VL - SW 1 已〇口の例でず。） 



ドアホン親機の[機能]を巧し、 
[▼] [▲] で r その他」を選ぶ 


機能設定 


3 跌定]を巧し、 [▼] [▲] で設定 
を確認(変更)する機器を選ぶ 


A 接点出力 


4 


ドアホン1 
ドアホン2 
カメラ1 
カメラ2 
カメラ3 
カメラ4 


[ミ夫定]を押し、確認する 
〔設定を変更する場合〕 

[▼] |>]で roN 」 または 
roFF 」 を選ぶ 


A 接点出力/ドアホン 


参 ON 
OFF 


の値 
在定 
-現設 


設 

或 

ラ他八 
機メの録 
親力そ登 
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マスターアダプターを テレビ やレコーダーに 接続す る 


接続ずる前に、テレビやレコーダー、およびマスターアダプターの電源は切っておいてください。 
接続後、電源を入れてください。 


テレビ 



(») ぉ知-5み 

参マスターアダプターの 電源を入れると、 ドアホン 用 PLC アダプターの 機器] ( TV ) と機器2の 
インジケーターび交互にオレンジ点滅しまず。（約]分間） 

♦付属の LAN ケーブルの長さび足りない場合などは、下記仕様の市販品をお買い巧めください。 
LAN ケーブル：カテゴ U —已じ(上、ストレートケーブル 


設置.接続 


設置する(つづき) 
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設置する(つづを) 



■ 

■ 

• 

ドアホン用 PLC アダプターをテレビに登録する 

• 


テレビの「ドアホン設定」で、ドアホン用 PLC アダプターをテレビに登録してください。 
(登録でさるテレビは、2台までです。） 

♦登録については、お使いのテレビの取扱説明書をお読みください。 

(下記©操作は 〔 TH -6 已/已8/已〇 /42 PZ 7 已 OSK 〕© 朽 IJ でち " d ) 

• 登録の際は、ドアホン用 PLC アダプターの機器1 ( TV ) と機器2のインジケーターが消なまたは緑点な 
していることを確認し、テレビの電源を入れたあと3分 W 上経過してか6操作を始めてください。 


1テレビの U モコンの[メニユ ー] 
を巧して、 [▼][▲] で「設定する」 
を還び、[決定]を押す 

管にュ- 

[〇画質を調整ずる j 

I X 音寅を調整ずる） 

L 頃設定する つ 

I ぶ機器を操作する I 

2 [▼][▲] で「初期設定」を選び、 

[ミ夫定]を巧す 



3 [▼][▲] で r 設置設定」を選び、 

[ミ夫定]を3秒上押す 

[ かんたん設置設定] 

[ 設ち設を 1 

I 吾エ補-定 I 

( 接続！器関連設定 I 

( 自動更新設定~ 1 

I 設定 U セット I 


4 [▼] [▲] で「ドアホン設定」を 

還び、[決定]を巧す 


設置設定 2/2 


ネットワーク設定 1 


ブラウザ設定 1 


フリンター設定 1 


ドアホン巧を 


(設置設定2ページ目) 


5 [▼] [▲] で「ドアホンの登録 • 

変更」を選び、[ミ夫定]を巧す 

ドアホン設定 

|| ドアホン i 使巧しなし、~ I 

I _ ドアホンの登窃•巧ち _1 

广ドアホンの自 a 表お 1 しない ] 

し ドアホンのぺージを表示 J 

I ドァホンの掃 ffl 情報表示 1 


6 


ドアホン用 PLC アダプターの 
[機器登録ボタン]を約1砂間巧す 



登録モードに1 
入ります J 


♦機器1 ( TV ) と機器2のインジケーター 
びオレンジ点滅をはじめてか5、約已分 
1；(内に手順7の操作を行ってください。 


7 確認画面で [◄] を押して「はい」 
を選び、跌定]を押す 



• ドアホン 用 PLC アダプターを 自動 
検索し、設定び行われまず。 



0 終わったら、 

[元の画面]を押ず 


fV ) お知5が） 

• r ドアホンに登録でさませんでした。ドアホンに 
登録でさる台数を超えています。」と表示された 
場合は、日已ページを参照してください。 

♦上記外のメッセージび表おされた場合は、 
お使いのテレビの取扱説明書をお読み < ださい。 


32 















































































ドアホン用 PLC アダプターをレコーダーに 登録す る 


レコーダーの 「ドアホンの接続設定」で、ドアホン用 PLC アダプターをレコーダーに 登録 
してください。（登録でさる レコーダーは、 ] 台のみでず。） 

参登録については、お使いのレコーダーの取扱説明書をお読みください。 

，了一のド化4 f DMR - BW 900/ BW 800/ BW 700 ) のな u てす、 

( 下目己の作は [ dmr - XWSOCVXWSDOV / XWI 。。 j の例でず。 ） 

参登録の際は、レコーダーを接続したテレビに、レコーダーの画面を表示しておいてください。 
また、ドアホン用 PLC アダプターの機器1 ( TV ) と機器2のインジケーターが消なまたは緑点な 
していることを確認してか5操作を始めてください。 


レコーダーの停止中に、 

レコーダーの リモコンの[操作一 
覧]を押して、 [▼][▲] で「その他 
の機能へ」を選び、[決定]を押す 


=已再まする 
〇予めずる 
i ミ肖まする 
タダビングする 


2 [▼][▲] で「初期設定」を選び、 

跌定]を巧す 


，夕づ g 巧- n 


邑 HDO 1 

が 22:30 卵 

，の Bfffi 
#脯。ま。 e 施 


■日再まずる 

巧扭タビング 


ぴコた面 


9 モ巧する 

DV ちまかな® a 


■ ミ肖去ずる 

I.LINKfTS) ダビング 


ドアホン田« 


タダビングずる1 

田を臣定 



扭用田定 


モ®化の«お〜 1 

ツー ル/淵 


■■■ 

芭苗コード 


，ミ-迈蜡9,,な 






3 [▼] [▲] で「ネットワーク通信 

設定」を選び、[ミ夫定]を巧す 


巧巧臨 

設置 

HDD . ディスク 
映塚 
音声 


旧面設ミ 

テレビ/機器の接続 
ネットワーク通信設定 


7 



4 ドアホン用 PLC アダプターの 
[機器登録ボタン]を約1抄間巧す 


/登録モー问;: 
、入ります 


♦機器1 ( TV ) と機器2のインジケーター 
びオレンジ点滅をはじめてから、約已分 
LU 内に手順已の操作を行ってくださし、。 

5 [▼][▲] で「ドアホンの接続設定」 

を選び、[決赶を巧す 


ネットワーク通信設定 

IP アドレス / DNS 設定 


ブ□キシサーバ設定 


ブロードパンドレシーパー設を 


ネットワークブリンターの接病設定 


if アホンの接続設定 


0 [▼][▲] で「ドアホン録画」を 

選び、[ミ夫定]を巧ず 


ドアホンの接続設定 


ドアホン録困 


登錶ドアホン： 


ドアホンの詳細情稱 


ドアホンの登録置ま 


[▼] [▲] で r 入」を選び、 

[決定]を押ず 

• 登録び完了したらレコーダーの 
本体表示窓の"じ " び点灯しまず。 


8 [戻る]を数回押して、 
設定を終了ずる 


設置.接続 


設置する(つづき) 
















































正し < 接続-設定でをているか確認ずる 


アダプターのインジケーターを確認ずる 


ドアホン用 PLC アダプターをドアホン親機に接続し、 マスター アダプターをテレビや 
レコーダーに接続して、設定び完了すると、インジケーターはじ(下のよラになります。 
点灯または点滅していない場合は、「困ったとさ」の「インジケーター表示について」 
(cr60 ページ)を参照してください。 

■ ドアホン用 PLC アダプター 


テレビのみ 接続 

レコーダーのみ 接続 

テレビ/レコーダー 接続 

PLC 

青点な 

PLC 

青点な 

PLC 

青点灯 

进:-機器 1 ( TV ) 

緑点灯または 
緑点滅 

〇機器 1( TV ) 

消灯 

ろ:- 機器 1 ( TV ) 

緑点丹または 
緑点滅 

〇機器 2 

消打 

技-機器 2 

緑点打または 
緑点 S 

-お:-機器 2 

緑点丹または 
緑点滅 


■ マスターアダプター 



ドアホン用 PLC アダプターと マスター アダプターのインジケーターび正常であることを 
確認後上記)、ドアホンからの呼び出しに連動して、テレビやレコーダーび正しく 
動作するか、じ(下のち法で確認してください。正しく動作しない場合は、「困ったとさ」 
(cr 已7ページ)を参照してください。 


■ 動作を確認ずるための準備 

テレビ ：ドアホン機能を使用する設定にしておく/テレビ放送を表おする 


レコーダー： ドアホン録画の設定を「入」にしておく 
(インジケーターび点灯） 



♦テレビやレコーダーの操作方法は、お使いのテレビやレコーダーの取扱説日月書をお読みください。 
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I 動作を確認ずる 

ドアホンの 
呼出ボタンを巧す 


ドアホン 



ぶこ ン 


n 

〇@〇 


ドアホン親機 


■テレビの場合 （下記の操作は 〔 TH - 己已/已8/已〇 /42 PZ 7 已 OSK 〕 の例でず） 



テレビのリモコンで 
□ □ 




Id ) 地上 D 011 


画面に通知メッセージび 
表おされる 





濟「 





U モコンの 1 

情对で表示な了 1 


[み定]を巧す 


ドアホンの画像び表おされれば、 
正しく接続-設定でをています。 


I ドアホンの画像は、約]秒ごとに更新しなびら表示されまず。（動画ではありません。） 
更新間隔は、テレビなど使用環境で変わりまず。 


■レコーダーの場合 （下記の操作は 


DMR - BW 900 / BW 800 / BW 700 ‘ 
DMR - XW 300 / XW 200 V / XW ] 00 , 


の例でず） 


ドアホンからの画像びレコーダーに送信されるとレコーダーのインジケーターび点滅します。 
点滅確認後、レコーダーに正しく録画されているか確認してください。 

(ドアホン画像の録画再生について詳しくは、お使いのレコーダーの取扱説明書をお読みください。） 



が） インジケーターび点滅 


レコーダーの 電源を入れ、 テレビの 入力を レコーダーとの 接続にあわせて 
切り替える（ビデオ]など） 


/-s r 


冷中/ 




ドアホン映像の再生 


ドアホン映像を録画しました。 
再をしまずか？ 

再生ずる~~ Id ~~あとから 


サフ 

タニュー〔 


線 






V 


レコーダーの リモコンで 


画面に通知>^ッセージげ 
表示される 


圖國圃 (gj 

。イト 询が 



ドアホン映な(巧ち映ほ一真） 


思!^圓— 

08：14 

国 ■■■ 

この B 面で»示した曲®はな曰か6•全 R •— B •で■民で《去 T . ぺージ01/01 
[IE 苗の8巧 E 巧生 

ジゴノ,-.民る pi。,。*—M ^ミ巧 •一 E 


r 再生する」を選び、 
[ミ夫定]を巧す 


ドアホンの画像び表示されれば、 
正しく接続-設定でさています。 


>録画は最大で約30秒でず。レコーダーのみをドアホン用 PLC アダプターに登録して 
ご使用の場合、ドアホンの画像は、約 0.1 秒ごとに更新しなびら録画されまず。 

更新間隔は、登録されたテレビの台数や使用環境で変わりまず。 


正しく接続.設定でさているか確認する 


3 已 




















































































約 70 mm 

(寸法のめやす左記) 


ドアホン ffiPLC アダプター 


0ドアホン用 PLC アダプターを押し下げ、 
しっかり固定ずる 


2.5 mm 〜3 mm 


木ねじ(付属品）- 
ワッシャー(付属品） 


- 為お^ 聲 ' 

i 品)ク長殿 




壁掛けにずるときは、落下しないようにしっかりと取り付ける 

• ♦ 落下により、破損やけびの願になることびありまず。 

♦石こラボード 、 ALC (軽量気泡コンク U - 卜）、コンクリートブロック、厚さ] 8 mm 攻下 
のベニヤ板など、強度の弱い壁は避け、指定の方法で取り付けてください。 


ドアホン用 PLC アダプターを壁旭)に取り付けるとき 

放熱のため、ドアホン用 PLC アダプターの周囲には、でさるだけ10 cm じ(上の空間を 
とってください。 


付属の木ねじ-ワッシヤーを壁旭)に取り付け、 
ドアホン用 PLC アダプターを引っ掛けて固定ずる 


〇ドアホン用 PLC アダプターの巧を 
木ねじに掛ける 


ドアホン用 PLC アダプタ—の壁掛寸法のめやず 

^- EE 。卜是-^ 
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インジケーターの動作について 


ドアホン用 PLC アダプターのインジケーター 


ドアホン用 PLC アダプターの状況により、 
インジケーターの点打状態は変わります。 


D 



-インジケーター 


■ 通常のご使用時 


インジケーター 

点口状態 

表示内容 

PLC 

青点灯 

• アダプターび 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されています。 

機器 UTV ) 

緑点灯 

•テレビの電源げ入り、ドアホンを使用する設定になってい 
ます。 


緑点滅 

•テレビにデータを送信中でず。 

機器2 

緑点な 

• レコーダーで r ドアホン録励設定び r 入」になっていまず。 


緑点滅 

• レコーダーにデータを送信中で ず。 


テレビを2台登録されている場合は、2台のラちのどちらか、または両方の状態を表示して 
います。テレビの主電源を r 切」にしてを、約已分間は点灯していまず。 

■ 登録中や異常の場合 


インジケーター 


点口状態 


表示内容 


PLC 

青点滅 

• マスターアダプターにドアホン用 PLC アダプターを登録中 
でず。 


青点滅(已秒ごと） 

•マスターアダプターび、 「 HD - PLC 」 ネットワーク上に見つ 


か0ません。マスターアダプターの電源を入れて < ださい。 


ホ点打 (5 秒間） 

• マスターアダプターへの登録中にエラーび起さました。 

再度登録してください。 


ホ点灯 

• アダプターの故障で 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続できま 


せん。お買い上げの販売店へご連絡< ださい。 



• r 保守」モードに設定されていまず。パソコンからの操作 


紫点な 

(防4日ぺージ)び終わったら、通常/保守モード切替スイッ 
チを r 通常」に設定し、 U セットスイッチを巧して再起動し 
て < ださい。 




• r 保守」モードに設定中で、マスターアダプターび 


紫点滅(已秒ごと） 

「 HD - PLC 」 ネットワーク上に見つかりません。マスターア 
ダプターの電源を入れて<ださい。 



• アダプターび正しく接続されていません。 


消な 

•アダプターび、 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されていま 
せん。 

• ドアホン用 PLC アダプターの電源び入っていません。 


設置.接続 その他の機能 


ドアホン用 PLC アダプタ—を壁(せ)に取り付けるとさ/インジケ—夕—の動作について 
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インジケーターの動作について(つづを) 


インジケーター 

点な：!犬態 

表示内容 

機器 UTV ) 

オレンジ点滅 

•テレビまたはレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを 
登録中です。 

•「 HD - PLC 」 ネットワークを検出中でず。 

•アダプターび、 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されていま 
せん。マスターアダプターに、ドアホン用 PLC アダプター 
を登録してください。 

赤点打 (5 秒間） 

•テレビまたはレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを 
登録中、エラーび起さました。再度登録してください。 

ホ点滅 

• ドアホン用 PLC アダプターと同じ IP アドレスを持つネット 
ワーク機器びありまず。（防日1ページ） 

消な 

• テレビにドアホン用 PLC アダプターび登録されていません。 
•テレビびドアホン機能を使用しない設定になっていまず。 
•テレビの電源び入っていません。 

• ドアホン用 PLC アダプターの電源び入っていません。 

機器吕 

オレンジ点滅 

•テレビまたはレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを 
登録中でず。 

•「 HD - PLC 」 ネットワークを検出中でず。 

•アダプターび、 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されていま 
せん。マスターアダプターに、ドアホン用 PLC アダプター 
を登録してください。 

赤点灯 (5 秒間） 

•テレビまたはレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを 
登録中、エラーび起さました。再度登録してください。 

ホ点滅 

• ドアホン用 PLC アダプターと同じ IP アドレスを持つネット 
ワーク機器びありまず。（防日1ページ） 

消な 

• レコーダーにドアホン用 PLC アダプターび登録されていま 
せん。 

• レコーダーで r ドアホン録励設定び r 切」になっていまず。 

• レコーダーの電源び入っていません。 

• ドアホン用 PLC アダプターの電源び入っていません。 


0お知らが） 

♦通常、機器] ( TV ) はテレビ接続時のみ、機器2はレコーダー接続時のみ点灯•点滅しまずび、 
起動時や登録中などは、接続状態にかかわらず、両方のインジケーターび点好•点滅しまず。 
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マスターアダプターのインジケーター 


3 


インジケーター 

点口:!犬態 

表示内容 

PLC 

青点滅 

• マスターアダプターにドアホン用 PLC アダプターを登録中 
でず。 

青点滅(已秒ごと） 

• ドアホン用 PLC アダプターび、 「 HD - PLC 」 ネットワーク 
上に見つかりません。ドアホン用 PLC アダプターの電源を 
入れて < ださい。 

赤点な (5 秒間） 

• マスターアダプターにドアホン巧 PLC アダプターを登録 
中、エラーび起きました。再度登録してください。 

ホ点打 

• アダプターの故障で 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続できま 
せん。お買い上げの販売店へご連絡< ださい。 

消灯 

• アダプターび正しく接続されていません。 

• アダプターび 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されていませ 
ん。マスターアダプターに、ドアホン用 PLC アダプターを 
登録して < ださい。 

• マスターアダプターの電源び入っていません。 

LAN 

オレンジ点灯 

•テレビやレコーダー、ネットワーク機器ヴ□-ドバンド 
ルーター、パソコンなど）び接続されていません。 

•テレビやレコーダー、ネットワーク機器の電源び入ってい 
ません。 

消好 

• マスターアダプターの電源び入っていません。 

MASTER 

緑点滅 （10 秒間） 

• マスターアダプターに、ドアホン用 PLC アダプターび登録 
されました。 

消灯 

• ターミナルアダプターとして登録されていまず。 

• マスターアダプターの電源び入っていません。 


マスターアダプターの 状況に より、インジケーターの - 

点打状態は変わりまず。 

HD-PIC 

I が Mwra I _、ゾ、/ J~r _/ソ_ 


■ 通常のご使用時 


インジケーター 

点な状態 

表示内容 

PLC 

青点な 

• アダプターび 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続されています。 

LAN 

緑点灯 

•テレビやレコーダー、ネットワーク機器ヴ □- ドバンド 
ルーター、パソコンなど）び、アダプターに接続されてい 
まず。 


緑点滅 

• データを送受信中です。 

MASTER 

緑点灯 

• マスターアダプターであることを表示していまず。 


■ 登録中や異常の場合 


その他の機能 


インジケ—夕—の動作について(つづま 
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全設定消去スイッチ- 
• 細い棒状の物で巧ず 


初期化するアタプターの[全設定消去スイッチ]を、アタプターの 
インジケーターび点滅ずるまで押ず(約3抄間） 


初期化中は、ずべての 
インジケーターび点滅 
しよ 9 〇 




P アダプターのインジケーターび点なする 

♦マスターアダプターの場合、インジケーターの点滅び停止したあと点灯ずると初期化 
は終了でず。 

参ドアホン用 PLC アダプターの場合、 PLC インジケーターび消好し、機器1 ( TV ) と 
機器2のインジケーターび、オレンジ点滅に変わると初期化は終了でず。 


♦ネ刃期化中(インジケーター点滅中）は、絶対に電源プラグを抜かないでください。 

初期化び完了ずるまで、3□秒程度かかる場合びありまず。 

お知弓せ） 

• ドアホン用 PLC アダプターを初期化ずると、マスターアダプターへの登録情報およびテレビ 
やレコーダーの登録情報び消去されまず。使用ずるとさは、ドアホン巧 PLC アダプターを、 
マスターアダプター ( b ^41 ぺージ）と、テレビ ( b ^32 ぺージ）と、レコーダー ( b ^33 ぺージ） 
に登録し直してください。 

♦マスターアダプターの登録情報は残し、テレビやレコーダーの登録情報だけをドアホン用 PLC 
アダプターから消去したいと去は ♦ 4已ページ「テレビやレコーダーの登録情報を消去する」 
♦マスターアダプターを初期化したとさは、ドアホン用 PLC アダプターを登録し直してくださ 
し、。（防41ページ） 


アダプターを初期化ずる 

け下のよラな場合、アダプターを初期化して<ださい。 

♦他人に譲渡ずると舌、廃棄ずると舌 

♦ 対象となるアダプターを初期化してください。 

♦マスターアダプターにドアホン用 PLC アダプターを登録中、エラーを起こしたとき 

♦ 登録中のドアホン用 PLC アダプターを初期化してください。 


資 ■ 

タタトザが I 
ががパタが I 
がぞバ 
梦がレ 
'^夕 
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アダプターを再登録ずる 


マスターアダプターまたはドアホン用 PLC アダプターを初期化したあとは、じ(下の 
手順で、マスターアダプターにドアホン用 PLC アダプターを再登録してください。 

参本製品のドアホン用 PLC アダプターは、お買い上げ時にはマスターアダプターに登録されて 
いまずので、登録作業は不要でず。 


1マスターアダプターの 
[モード切替スイッチ]び、 
「 MASTER 」 側になっていること 
を確認ずる(〇) 

• [モード切替スイッチ]は、電源プラグ 
を電源コンセントから抜いた状態で、 
切り替えて < ださい。 

2それぞれの電源プラグを、同じ 
電源コンセントに差し込む (©) 

♦別の電源コンセントに差し込むと、 
登録でさない場合びありまず。 



♦電源プラグは、壁の電源コンセントに直接差し込んでください。 


2 マスターアダプターの 

[ PLC セットアップボタン]を、 

約1抄間巧す 

• マスターアダプターの PLC イ ンジ ケー 
ターび、青点滅を開始しまず。 


マスターアダプター 



PLC セツトアップボタン 


PLC インジケーター 


(次ぺージにつづく) 


その他の機能 


アダプタ—を初期化する/アダプタ—を再登録ずる 
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アダプターを再尝録する(つづを） 

4 已秒内に、ドアホン用 PLC アダプ ドアホン用 PLC アダプター 

夕一の [ PLC セッ トアップボタン]を、 

約1秒間巧ず 

参ドアホン用 PLC アダプターの PLC インジ 
ケーターび、青点滅を開始しまず。 

♦登録中は、 「 HD - PLC 」 ネットワークび、 

最大20砂間遮断されることびあるため、 

アダプターに接続しているネットワーク機 
器は通信びで走な<なることびあります。 


5 登録が完了ずると、 PLC インジケーターび青点なずる 



♦登録中(インジケーター点滅中)は、絶対に電源プラグを抜かないでください。 

登録び完了ずるまで、30秒程度かかる場合びありまず。 

お知5せ） 

♦ PLC インジケーターび青点なしていないときは、 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続され 
ていません。「困ったとさ」の r インジケーター表示について」（《>^己□ページ)を参照して 
<ださい。 


0登録後、電源プラグを電源コンセントから巧き、アダプターを使用したい 
場所に設置して(陪2巨〜33ぺージ)、動作の確認をずる（陪34ぺージ） 


/： r ^ PLC インジケーター 

三炸ットアップ 
。•― ボタン 
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ドアホン用 PLC アダプターの營録情報を見る 

テレビを接続してご使用の場合は、テレビの操作で、ドアホン用 PLC アダプターに登録 
されているテレビやレコーダーの情報 ( MAC アドレス）を確認でさまず。 

• レコーダーのみを接続してご使用の場合は、この操作はでさません。 

参操作については、お使いのテレビの取扱説明書をお読みください。 

(下記©操作は 〔 TH -6 已/已8/已〇 /42 PZ 7 已 OSK 〕© 朽 IJ でち " d ) 

テレビやレコーダーの MAC アドレスについては、お使いのテレビやレコーダーの取扱説明書 
をお読み < ださい。 


1テレビの IJ モコンの[メニユ ー] 
を押して、 [▼][▲] で「設定する」 
を還び、[決定]を押す 

V けけ メニュ ー 

|〇 画質を調整ずる I 

I X 音寅を調整する I 

^@亞ちする J 

I ぶ It 器を操作ずる I 

2 [▼][▲] で「初期設定」を選び、 

[ミ夫定]を巧す 



3 [▼][▲] で「設置設定」を選び、 

[ミ夫定]を3抄む上巧す 

I かんたん設置設ち〕 

1 設置設を 1 

( 省エネ設定 I 

し接続機器関連設定 J 

f 自動更新設定~~ ] 

I 設定リセット I 


4 [▼] [▲] で「ドアホン設定」を 

還び、[決定]を巧す 

設置設定2/2 

r ネットワーク設定1 

I プラウザ設定 I 

[ フリンター設定 ] 


[▼] [▲] で r ドアホンのぺージを 
表示」を選び、[ミ夫定]を押す 

• ドアホン用 PLC アダプターに 
琶録されていない場合、 

[決定]の操作げでさません。 



テレビ1 00-00-00-00-00-00 


レコーダー 00-00-00-00-00-00 


成 MAC アドレス：上記のき録隐器では.設別のためじ MAC アドレスを 
表示させることができまず。揉巧ちまについては. 

お巧いの楼番の®巧お巧宙をご富ください。 


例：テレビ1台とレコーダーを’ 
登録していた場合 . 


0 終わったら、 

[元の画面]を押す 


I ドアホン胜を I 

(設置設定2ページ目) 


その他の機能 


アダプタ—を再登録する(つづキ J )/ ドアホン用 PLC アダプタ—の登録情報を見る 
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ドアホン用 PLC アダプターを巧起動ずる 

U セツトスイッチを巧すと、ドアホン用 PLC アダプターを再起動します。 


1 ドアホン用 PLC アダプターの[リセットスイッチ]を巧す 

• ずべてのインジケーターび約2秒間点打後、再起動しまず。 



U セツトスイツチ 
• 細い棒状の物で巧ず 


り 》) お知5せ） 

♦マスターアダプターを再起動ずる場合は、電源プラグを電源コンセントから抜さ、再度差し 
込んで < ださい。 
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テレビやレコーダーの登録情報を消去ずる 

この操作は、け下のよラな場合に行つてください。 

参ドアホン用 PLC アダプターを、ずでに2台のテレビに登録しているが、別のテレビに 
登録し直したい場合 

参登録した覚えのないテレビやレコーダーの登録び表巧される場合 

ただし、この操作をずると、ドアホン用 PLC アダプターに登録されたずべてのテレビや 
レコーターの登録情報び消去されまず。 

消去後は必ず、ご使用になるテレビやレコーダーに再度ドアホン用 PLC アダプターを登録 
してください。（防32、33ぺージ） 

1 ドアホン用 PLC アダプターの[機器登録消去スイッチ]を、 

インジケーターが点滅するまで巧す(約3砂間） 



2 アダプターの機器1 ( TV ) と機器2のインジケーターが、消なずる 

♦登録情報び消去されると、インジケーターの点滅び停止し、消灯しまず。 



♦消去中(インジケーター点滅中)は、絶対に電源プラグを抜かないで<ださい。 
消去び完了ずるまで、3□秒程度かかる場合びありまず。 


ドアホン用 PLC アダフタ—を再起動する 


必要なとさ 


テレビやレ n — ダ—の登録情報を消去する 
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アダプターの設定画面について 

アダプターの設定画面をパソコンのウェブブラウヴで見ることびでさます。ドアホン用 
PLC アダプターの設定画面を見るとさは、「保守」モードに設定してください。 

設定画面では、し U 下の操作びでさます。 

♦アダプターのファームウェアのノ（ー ジョンや mac アドレスなどの確認 
♦アダプターの IP アドレスの表お/変更、パスワードの変更、登録アダプターの 
一覧表お/削除など 


♦「保守」モードにずるとさは、通常/保守モード 
切替スイッチを r 保守」に設定してから、再起動 
(0^44 ページ）してください。 



通常/保守モード切替スイッチ 


詳しくは、パナソニックのサポートウエブサイト 

( http :// panasonic . co . jp / pcc / cs / faq/tv が on / faqja . html ) を参照してく ださい。 
fV ] お知5せ） 

参アダプターの MAC アドレスは、それぞれ本体の背面に記載していまず。 

ドアホン用 PLC アダプターの rMAC2」 は、マスターアダプターとの通信に使われる MAC アド 
レスでず。 
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お手入れ 

お手入れするとさは、電源プラグを電源コンセントから抜いて<ださい。 



>アルコール類、みびさ粉、粉せっけん、ベンジン、シンナー、ワックス、石油、熱湯は使 
わないでください。また、殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでく 
ださい。（変色、変質の原因になりまず） 


別売品 


ごミ主文は、お買い上げの販売店にお申し付け<ださい。 


価格は2007年11月現在のをのでず。 


製品名 

品番 

を望ル売価格 

PLC 用 ノイズ フイルター 

ホ公下テクニカルサービス(株)扱い 

VL - P 910 

1.780 円（税込） 


必要なとさ 


アダフタ—の設定画面について/お手入れ/別売品 
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仕様 


■「 HD - PLC 」 インターフ I - ス 


周波数範囲 

4 MHz 〜28 MHz 

変調方式 

Wavelet OFDM 方式 （1 日 PAM ~2 PAM ) 

通信速度 (PHY レート） 

最大19日 Mbps 》] 

アクセス方式 

CSMA/CA 

エフー 目 J 止万式 

符号化：畳み込み符号と U — ドソ□モンの連接符号 
復号化：ビタビ復号および U —ドソ□モン復号 

セキュリティ 

AES 128 bit 暗号化 

風言距離 

最大1已〇 


通信速度は、理論上の数値でず。 

《2通信距離は使用環境によって変化しまず。 

( 12〜] 3ページの r 使用環境について」をお読みください。) 


ドアホン用 PLC アダプター 

■ PLC インターフエース 

規格 1 「 HD - PLC 」 方式 


■ユーザーインターフエース 


インジケー タ ー表示 

PLC 〈青/赤/紫〉 

機器1 ( TV ) 〈緑/オレンジ/ホ〉 

機器2〈緑/オレンジ/ホ〉 

ボタン/スイッチ 

PLC セットアップボタン 
機器登録ボタン 
機器登録消去スイッチ 
全設定消去スイッチ 

U セットスイッチ 
通常/保守モード切替スイッチ 

ム山 

丽子 

映像入力： RCA ジャック （ NTSC 方式、1 Vp - p /7 已 n ) 

A 接点入力 


■ その他 


使用環境 

温度： 0 で〜 40 で 

湿度： 20 %〜8已％ (結露なさこと） 

がお寸法 

幅 X 高さ X 奥行き：約] 6 已 mmx 約]] 0 mmx 約 42 mm 
(突起部除 <) 

質量 

約 440 g (電源コード含む） 

電源 

AC 100 V 、已0 Hz /60 Hz 

消費電力 

約 4.2 W 
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PLC アダプター ( VL - SP 880 同個用) 


■ PLC インターフエース 


規格 

「 HD - PLC 」 方式 

マスターアダプター 
に接続でさるネット 
ワーク機器の台数 ‘Xl 

8台^2 (推奨台数） 


アダプターに接続ずるネットワーク機器 
の台数び多いほど、アダプターの性能に 
影響を与えまず。 

《2 4台 LU 上の接続には、スイッチング八ブ 
(市販品)を利用して < ださい。 


■ LAN インターフェース 


物理インター 
フェース 

IEEE 802.3 
( lOBase - T ) 

IEEE 802.3 u 
(100 Base - TX ) 
MDI / MDI - X 自動検知有 

対応プロトコル 

TCP / IP 、 UDP、HTTP 
( IPv 4/ IPv 6) 

アクセス方式 

CSMA/CD 


■ユーヴーインターフ1—ス 


インジケー ^ — 
表示 

PLC 〈青/ホ〉 

LAN 〈緑/オレンジ〉 
MASTER 〈緑〉 

ボタン/ 

スイッチ 

PLC セットアップボタン 
モード切替スイッチ 
( MASTER / TERMINAL ) 
全設定消去スイッチ 


■ その他 


使用環境 

温度： 0で〜40 °C 
湿度： 20 〇/〇~8已％ 

(結露なさこと） 

がお寸法 

幅 X 高さ X 奥行さ： 

約72 mmx 約116 mmx 
約 4] mm (電源プラグは除く） 

質量 

約200邑（本体のみ） 

電源 

AC 100 V . 50 Hz / 60 Hz 

消費電力 

約4 W 


PLC 用ノイズフィルター ( VL - SP 880 同個用) 


使用環境 

温度： 0 で〜 4 crc 

湿度： 20 % -85 % (結露なさこと） 

外ぉブ法 

幅 X 高さ X 奥行き：約已已 mmx 約 4] mmx 約 2 日 mm (電源プラグは除く） 

質量 

約日已 g (本体のみ） 

電源 

AC ] 00 V 、已0 Hz / 60 Hz 

最大定格電力 

1500 W 


必要なとさ 
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用語解説 

数字•英字 

1 OBase-T 

ネットワーク規格の一種で、電話線コード 
で使われている r より巧線 」 (Twisted Pair 
Cable ) を、八ブにたこ足状に配線してネッ 
トワークを構築しまず。 ] OBase - T の「10」 
はデータの伝送速度で10 Mbps で転送でさ 
々ことを术しまず。 

1 OOBase-TX 

1 OBase - T のケーブルをそのまま利用して、 
転送能力を10倍の] 00 Mbps にしたをの 
でず。ケーブルにカテゴ U —已と呼ばれる 
ケーブルを使っておけば、 ] OBase - T から 
1 OOBase - TX へは機巧を取り替えるだけで 
移行でさます。 

AES 128 bit 暗号化方式 

(Advanced Encryption Standard ) 

米国商務省標準技術局 ( N I ST ) によって選定 
された米国政府の次世代標準暗号化方式で 
す。米国商務省標準技術局 （ NIST ) のかつて 
の標準暗号 DES (64 bit ) び、解読専用機に 
よって22時間で解読されたと言われている 
のに巧し、同じ解読機では10の] 7乗年かか 
ると言われるほど、強固な安全性を持ってい 
る暗号でず。 

CSMA/CA 

(Carrier Sense Multiple Access with 
Collision Avoidance ) 

無線 LAN に用いられているアクセス制御方 
式の1つでず。 

CSMA/CD 

(Carrier Sense Multiple Access with 
Collision Detection ) 

搬送波感知を重アクセス/衝突検出方式の略 
称。 LAN におけるメディア-アクセス制御 
技術の1つでず。データを送信したい機器は 
ケーブルの通信状況を監視し、ケーブルび空 
くと送信を開始しまず。 


DHCP ヴーパー機能 

(Dynamic Host Configuration 
Protocol ) 

各パソコンびネットワークを利用ずるのに必 
要な情報をサーバーから自動的に取得ずるプ 
□トコルでず。 DHCP サーバーは、 IP ネット 
ワークに関連した情報 （ IP アドレスの割り振 
り範囲やデフォルトゲートウエイなど）を保 
持しており、 DHCP クライアントから要巧び 
くると、それらの情報を割り振りまず。 

HD-PLC 

松下電器び提唱ずる高速電力線通信方式の名 
称でず。 「 HD - PLC 」 は商標でず。 

HTTP 

(HyperText Transfer Protocol ) 

Web サーバと Web クライアント ( Web ブラ 
ウヴ)の間において、インターネット経由で 
情報交換を行ラ際に使巧される通信プ□トコ 
ルのことでず。 

IEEE 802.3 ( 1 OBase - T ) 

米国電機電モ技術ち協会 ( lEE 己で発表され 
たイーサネットに themet ) に関する規格の 
ことでず。通信回線上に流れるデータの検出 
や、データの衝突の検出に関して従来の方式 
を改善し、10 Mbps の転送速度を実現した 
ため、近年イーサネットの主流となっていま 
ず。 ] OBase-T (テンベースティー)はカテ 
ゴ U 3政上の UTP ケースレを使い、各末端 
機器とノ \ブとを結んでスター巧に配線をずる 
イーサネットでず。 

IEEE 802.3 U (100 Base - TX ) 

1 OOBase-TX (ヒャクベースティーエッ 
クス）は伝送路としてカテゴ U 已 LU 上の 
UTP ケーブル内の2巧4線を使用しまず。 
IEEE 802.3 U として標準化。 


已〇 



IPv4 

Internet Protocol version 4 の略 0 IPv 4 
は、現在のインターネットで利用されている 
標準のプロトコルで、32ビットのアドレス 
空間 (42 億9496万7296台の端末をサポー 
卜できる）を持っていまず。 

IPv6 

Internet Protocol version 6の略。増加ず 
るインターネットの使用者に巧応ずるため、 
現在の IP ( IPv 4) に代わるをのとして IETF 
(Internet Engineering Task For 巳 e ) 内の 
IPNG ワーキンググループで準備び進められ 
てきたプ□トコルでず。 IPv 己には、 IP アド 
レスの] 28ビット化 ( IPv 4 は32ビット）、パ 
ケットヘッダの簡素化、セキュ U ティ機能の 
追加などび盛り込まれていまず。 

IP アドレス （Internet Protocol Address) 

1ドプロトコルで使用ずるためのアドレス情 
報。 IP で通信ずるずベてのネットワーク機器 
にはこの IP アドレスを割り振っておかなけれ 
ばなりません。特に、インターネットに接続 
されているネットワーク機器(端末)では、世 
界中でユニークな(単一な） IP アドレスを割0 
振っておく必要びありまず。 

LAN ケースレ（ストレートケースレ） 

通常は、パソコンとイーサネット八ブを接続 
するためのケーブルの種類です。 

MAC (Media Access Control ) アドレス 

LAN カードなどに固有でつけられている物 
理アドレスのことでず。00:] ]:22: AA 旧 B : 
CC といった形式で表されまず。同じ MAC 
アドレスををつ LAN 力ードはを在しません。 
すべて異なる物理アドレスび割り振られてい 
まず。 

MDI/MDI-X 自動検知 

接続した Ethernet ケーブルのストレート/ 
ク □ スの種別を自動認識ずることでず。 
どちらのケーブルをそのまま接続してご利用 
いただ<ことび可能でず。 


PAM 

(Pluggable Authentication Module ) 
各種の認証処理を実行ずるモジュール群 
と、それを利用ずるための標準的な A 円 
(Application Programming Interface ;^ 
備えたライブラ U からなるユーヴー認証シス 
テムのことでず。 

PLC-J ( 高速電力線通信推進協議会） 

(High Speed Power Line 
Communication Promoters ' Alliance of 
Japan ) 

電力線通信の高速化技術、既をシステムとの 
共を技術の検証を行い、日本国内での高速電 
力線通信の早期実用化を目指ず協議会でず。 

TCP 

Transmission Control Proto 巳 ol の略。イ 
ンターネットで利用される標準プロトコル 
で、 0 S 惨照モデルのトランスポート層にあ 
たりまず。ネットワーク層の IP と、セッショ 
ン層！;(上の信頼性の高いデータ伝送プ□トコ 
ル ( HTTP 、 FTP 、 SMTP 、 POP など)の橋 
渡しをしまず。 

TC 円ホ、コネクション型のプ□トコルでデー 
夕転送に先立って、通信先と論理的な通信経 
路を確立したり、通信条件をミ夫めるためにネ 
ゴシエーションをしたりしまず。通信巧手の 
状態にかかわらずデータ伝送を開始しまず。 
UDP より信頼性は高いび転送速度びない。 

TCP/IP 

Transmission Control Protocol / 

Internet Proto 巳 ol の略。ネツトワークプ □ 
トコルの1つでず。 UNIX ワークステーショ 
ンおよびインターネットにおける標準プ□卜 
コルでず。 


必要なとさ 


用語解説 
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用語解説(つづを) 


UDP 

User Datagram Protocol の略。インター 
ネッ 卜で利用される標準プロトコルで 、 OSI 
参照モデルのトランスポート層にあた0ま 
す。ネットワーク層の IP と、セション層じ(上 
のプ〇トコルの橋;度しをしまず。 

UD 円ま、コネクションレス型のプ□トコル 
で、通信巧手の巧態にかかわらずデータ伝送 
を開始します。 DNS 、 SMTP や動画•音声 
送信などのマルチメディア系アプ U ケーショ 
ンのデータ転送プロトコルとして使われま 
す。伝送中に一部のパケットびな<なった場 
合は、上位の層であるアプ U ケーション層の 
プ□グラムびエラーを回復ずるための処理を 
行いまず。 TCP より転送速度は高いび信頼 
性びない。 

Wavelet OFDM 方式 

周波数利用効率び非常に高い直交周波数分 
割多重 OFDM (Orthogonal Frequency 
Division Multiplexin 邑)を採用し、各サブ 
キヤ U アの直交化に Wavelet 変換を適用し 
て、高効率な高速データ通信を実現ずる松下 
電器の独自技術です 。 Wavelet OFDM は、 
周波数領域および時間領域に直交性を備えた 
結果、冗長信号なしに各サブキヤ U アのサイ 
ド□ーブレベルをな減していまず。 


已〇奇陌 

インターネット 

地球規模でマルチメディア通信びでさるネッ 
トワークです。プ□バイダーびインターネッ 
卜への接続サービスを行っていまず。 

パブ 

1 OBase - T /1 00 Base - TX ネットワークで 
用いられる集線装置でず。8ポートや4ポー 
卜など、複数のポート数を持つ装置びありま 
ず。 

ブロー ドパンドルーター 

異なるネットワーク同±をホ目互接続ずるネッ 
トワーク機器のことでず。異なるネットワー 
ク間の中継点に設置して、ネットワークを介 
して送信されるデータをさちんと目的の場所 
に届ける役目を持っていまず。ネットワーク 
内を流れてさたデータび外部のネットワーク 
宛であれば、ルーターはそのデータを外部に 
送り出し、ルーターはそのとさにどラいラ経 
路でデータを配信ずるかまで判断し、最適な 
ルートに送り出していまず。 

モデム 

変復調装置： Modeulator - Demodulato 「の 
略。コンピュータから送られてくるデジタル 
データを音声信号に変換して電話回線に流 
したり、電話回線を通じて聞こえてくる音声 
信号をデジタルデータに変換したりしまず。 
加入ち^電話局方向とその逆の通信速度び 
同じである上下対称型では33.己 kbps 、 両 
ちで通信速度び異なる上下非対称型では已6 
kbps (下流)び最高通信速度でず。 


已2 



ライセンスについて 

本製品には th け pd-2.2 己 b、OpenSSU SSL、Net 日 SD でライセンスされるソフト 
ウェアび含まれています。 義務に従いライセンスを記載していまず。 

LICENSE ISSUES 

This product uses some parts of thttpd-2.25b, OpenSSL, SSL, NetBSD. 

The use of parts described above are based on the license below. 

<OpenSSL> 


Copyright (c)1998-2002 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: 
"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www. 
openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit り and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived 
from this software without prior written permission. For written permission, please contact openssl-core@openssL 
0 巧. 

已. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names 
without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www. 
openssl.o が)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT 
OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Some parts of the OpenSSL are provided with the following copyright notices with license noted above. 
Copyright (c)1998-2000 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Some parts of the OpenSSL are provided with the following n 加 ce. 


rijndael-alg-fst.c 

©version 3.0 (December 2000) 

Optimised ANSI C code for the Rijndael cipher (now AES) 


必要なとさ 


用語解説(つづさ)/ライセンスについて 
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ライセンスについて(つづを) 


©author Vincent Rijmen <vincent.rijmen@esat.kuleuven.ac.be> 
◎author Antoon Bosselaers <antoon.bosselaers@esat.kuleuven.ac.be> 
©author Paulo Barreto <paulo.barreto@terra.com.br> 

This code is hereby placed in the public domain. 


TH に SOFTWARE に PROVIDED BY THE AUTHORS "AS に" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES： LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING 
IN ANY WAY OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE. 


<SSL> 


Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to. The 
following conditions apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code： not just the 
SSL code. The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms except that 
the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright n 加 ces in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library 
used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or textual) provided with 
the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 
"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not cryptographic related 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you 
must include an acknowledgement: 

This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed, 
i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.] 


<thttpd-2.25b> 


Copyright 1995 by Jef Poskanzer <jef@mail.acmexom>. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright n 加 ce, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Some parts of the thttpd-2.25b are provided with the following copyright notices with license noted above. 

Copyright 1995,1998,1999 ,2000 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 199 日， 1998 ， 1999,2000,200 1 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 
Copyright 1995,1998,2000 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 1995,2000 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 1996 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 1998 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 1998,2001 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com>. All rights reserved. 

Copyright 1999 by Jef Poskanzer く jef@mail.acme.com〉. All rights reserved. 

Copyright 1999,2000 by Jef Poskanzer <jef@mail.acme.com>. All rights reserved. 

Some parts of the thttpd-2.25b are provided with the following copyright notices and license. 


Copyright (c) 1988 Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that the above copyright n 加 ce and this 
paragraph are duplicated in all such forms and that any documentation, advertising materials, and other materials 
related to such distribution and use acknowledge that the software was developed by the University of California, 
Berkeley. The name of the University may not be used to endorse or promote products derived from this software 
without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE に PROVIDED、、AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANT 旧 ILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. 


必要なとを 


ラ V センスにつ s て(つづさ) 
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ライセンスについて(つづを) 


<NetBSD> 


This product uses a part of NetBSD kernel. The use of a part of NetBSD kerneNs based on the tvpical BSD stvie 
license below. Copyright (c) The Regents of the University of California. All rights reserved. Redistribution and use 
in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are 
met:1.Redistributions of source code must retain the above copyright n 加 ce, this list of conditions and the following 
disclaimer. 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright n 加 ce, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 3. All advertising 
materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: This product 
includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 4. Neither the name of the 
University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software 
without specific prior written permission. 川に SOFTWARE に PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS 
、、AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 


Parts of the NetBSD Kernel are provided with the licenses that are slightly different from the above Berkeley-formed 

license. Please refer the source code of the NetBSD Kernel about the details. The source code of the NetBSD Kernel 

is provided by the NetBSD CVS Repositories (http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/), and this product includes parts of 

the source code in the following directories. 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/kern/ 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/net/ 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/netinet/ 
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困ったとを 


故障かなと思われるを状の場合は、修理を依頼する前に、まず lu 下の r 接続でさなかつ 
たとをには」の内容を確認してください。それでを、症状び改善しない場合は、60〜 
日已ページの内容を確認して < ださい。 

最新情報は、パナソニックのヴポートウェブサイト 

http :// panasonic . co . jp / pcc / cs / faq / tvdfon/faa la.html に掲載していまず。 


接続できなかったときには （PLC インジケーターび青点滅している） 


接続確認時(防26、34ページ)に 、 PLC イン ジケーターび青点滅しているときには、 
じ(下の已項目を確認 < ださい。 

1.同じ電源コンセントに、マスターアダプターと 
ドアホン用 PLC アダプターを差し込み、 

青点滅び青点!打になるか植認する 

♦ 青点灯になったとさには、各々の設置場所に 
障害びある可能性びありまず。次ページの 
r 接続できなかったときには（通信速度び遅い)」 

を確認してください。 

青点滅のままの場合は、お買い上げの販売店に 
ご連絡ください。 


来 



2. 設置場所のマスターアダプターとドアホン用 
PLC アダプターの電源コンセントは、同じ 
分電盤か5きていますか？ 

(2 世帯住宅など分電盤び2つ攻上あるなど） 

♦] つの分電盤の中でのみ通信可能でず。 

2世帯住宅などで分電盤び2つ LU 上ある場合は、 
分電盤を越えて通信でさません。 


[例： 2世帯住宅] 



3. マスターアダプターまたはドアホン用 PLC アダプターの電源プラグに、 
ノイズフィルターをつけてつないでいませんか？ 

♦ マスターアダプターとドアホン 用 PLC アダプターは 壁の電源 コンセントに 直接 
差し込んで < ださい。 

ノイズフィルターは、他の電化製品などを接続しているテーブルタップの 
電源プラグに接続してください。 


必要なとさ 



たとさ 


ラ V センスについて(つづさ)/困ったとさ 


(次ぺージにつづく） 
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困ったとを(つづを) 


4. テーブルタップなどに、他の電化製品と一緒につないでいませんか？ 


♦マスターアダプターとドアホン巧 
PLC アダプターは、壁の電源コン 
セントに直接差し込み、他の電化 
製品びつなびつているテーブル 
タップの電源プラグにノイズ 
フィルターをつけてください。 


悪い例 



正しい例 



己どうしてもテーブルタップを使用しないと電源〕ンセントか5届かない場合は、 
ノイズフィルター付をや雷サージ対麻のテーブルタップは使用しないでください。 
信号び減衰されます。 


接続できなかったときには（通信速度び遅い） 


アダプター間の通信速度び遅いとさ(心27ページ)には、け下の3項目を確認ください。 


1.テーブルタップに、他の電化製品と一緒につないでいませんか？ 


♦マスターアダプターとドアホン用 
PLC アダプターは、壁の電源コン 
セントに直接差し込んでください。 


♦同じ壁の電源コンセントに、他の電化 
製品を接続ずる際は、その電化製品の 
電源プラグの先にノイズフィルターを 
つけて、テーブルタップに差し込んで 
<ださい。 
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2. アダプターと同じ部屋で使用している電化製品を、電源コンセントか！5 
がしてみなが！5確認する 

♦ 他の電化製品を電源コンセントから ~ 

外したときに、接続できるよラに [ D~*^u _ 


なったり、アダプター間の通信速度 
び速くなることびありまず。 

〇 

その電化製品は、ノイズフィルター 
またはノイズフィルター付きの 
テーブルタップに差し込んで 
ご使用ください。 


置を學查 


ク 



< ノイズフィルターに接続をおずずめずる電化製品 > 

•携帯電話の充電器、パソコン、モデムや ルーターの AC アダプター 
• ドライヤーなど 

3. ドアホン用 PLC アダプターを壁の電源コンセントに直接差し込まずに 
接続していませんか？ 

♦ ドアホン用 PLC アダプターびどうしても 
壁の電源コンセントに直接差し込めない 
場合、テーブルタップを使い「ドアホン用 
PLC アダプターとドアホン親機」を接続 
してください。その際、ドアホン用 PLC 
アダプターとドアホン親機け外の電化製 
品は、同じテーブルタップには接続しな 
いで < ださい。 


>マスターアダプターは、必ず、壁の 
電源コンセントに直接差し込んでく 
ださい。 




たとさ 


困ったとを(つづさ) 
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困ったとを(つづを) 


インジケーター表示について 


ドアホンの画像をテレビやレコーダーに表示-録画でさない場合は、アダプターのイン 
ジケーターの状態で原因と対策を確認でさまず。 

■ ドアホン用 PLC アダプター 


原因と対策 


ずべてのインジケー 
夕一び点巧しない 

参電源プラグび電源コンセントに接続されていない 

♦ 電源プラグを電源コンセントに接続してください。 

PLC インジケーターび 
已秒ごとに青点滅ずる 

PLC インジケーターび 
已秒ごとに紫点滅ずる 

♦マスターアダプターの電源び入っていない 

♦ マスターアダプターの電源を入れてください。 
♦マスターアダプターとドアホン用 PLC アダプター間の距離び遠い、 
または近くに電気ノイズを発生する機器びある 
♦ 別の電源コンセントにつなざかえてください。 

♦アダプターをノイズフィルターまたは、雷サージ対応のテーブル 
タップに接続している 

♦ アダプターは壁の電源コンセントに直接接続してください。 
テーブルタップを使用する場合は、ノイズフィルター、雷サー 
ジ対応びされていないテーブルタップを使用してください。 
♦電源コードの長いテーブルタップを使用している 

♦ でさるだけ電源コードび短いテーブルタップを使用してくださ 
い。 

参マスターアダプターび初期化されている 

♦ ドアホン用 PLC アダプターを初期化 (防 40ぺージ）したあと、 
アダプターを再登録してください。 （ b ^41 ページ） 

PLC インジケーターび 
ホ点灯ずる 

参アダプターの故障で 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続でさない 

♦ お買い上げの販売店へご連絡ください。 

PLC インジケーターび 
己秒間ホ点巧ずる 

参マスターアダプターへの登録中にエラーび起さた 

♦ 同じ壁の電源コンセントにマスターアダプターとドアホン用 
PLC アダプターを接続し、再度登録してください。 

(防 41ページ） 

PLC インジケーターび 
紫点灯ずる 

参 r 保守」モードに設定されている 

♦ 通常/保守モード切替スイッチを r 通常」に設定し、リセット 
スイッチを巧して再起動して<ださい。 

機器！ （ TV ) インジケー 
夕一び点巧しない 

参テレビにドアホン用 PLC アダプターび登録されていない 

♦ ドアホン 用 PLC アダプターを登録してください。 （防 32ぺージ） 
参テレビびドアホン機能を使用しない設定になっている 
♦ ドアホン機能を使用ずる設定にしてください。 

(心 設定については、テレビの取扱説明書をお読み<ださい） 
♦テレビの電源び入っていない 

♦ テレビのスタンバイ中または電源を入れると点好しまず。 
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原因と対策 


機器2インジケーター 
び庶订しない 

参レコーダーにドアホン用 PLC アダプターび登録されていない 

♦ ドアホン用 PLC アダプターを登録してください。（防33ぺージ） 
♦レコーダーで r ドアホン録画」設定び「切」になっている 
♦レ〕ーダーで r ドアホン録励を「入」にしてください。 

設定については、レコーダーの取扱説明書をお読みください） 

• レコーダーの 電源 プラグび 電源 コンセントに接続されていない 
♦ 電源コンセントに接続してください。 

機器1 ( TV ) と機器2の 
インジケーター が、 

己秒間赤点灯ずる 

♦テレビやレコーダーにドアホン用 PLC アダプターを登録中、 
エラーび起さた 

♦「 HD - PLC 」 ネットワークび正常であることを確認し、ドアホン 
巧 PLC アダプターの登録をや0直して < ださい。 

(防32、33ぺージ） 

機器1 ( TV ) と機器吕① 
インジケーターび、交 
互にオレンジ点滅ずる 

参 「 HD - PLC 」 ネットワークを検出中 

♦ ネットワークび検出されるまでしばらくお待ちください。 

機器 UTV ) と機器吕① 
インジケーターび、 
オレンジ点滅ずる 

• ドアホン用 PLC アダプターび、マスターアダプターに登録されて 
いない 

♦ マスターアダプターに登録してください。（^^41ぺージ） 

機器1 ( TV ) と機器2の 
インジケーターび、 

ホ点滅ずる 

参ネットワークに異常びある 

♦ ドアホン用 PLC アダプターと同じ IP アドレスを持つネットワー 
ク機器びありまず。パソコンでドアホン巧 PLC アダプターの設 
定画面から、 IP アドレスびほかのネットワーク機器と同じ値に 
ならないよラに設定してください。 （11^4 日ページ） 



■ マスターアダプター 


ずべてのインジケー 
夕一が点巧しない 

参電源プラグび電源コンセントに接続されていない 

み電源プラグを電源コンセントに接続してください。 

LAN インジケーターび 
オレンジ点巧のまま、 

緑点灯または点滅しな 
い 

参 LAN ケーブルび接続されていない 

♦ LAN ケーブルの接続を確認してください。 

♦テレビやレコーダーまたはネットワーク機器(ブ□-ドバンド 
ルーター、パソコンなど)の電源び入っていない 

♦ テレビやレコーダーまたはネットワーク機器の電源を入れて 
<ださい。 


原因と対策 


困ったとキ J (つづさ) 
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困ったとを(つづを) 


原因と対策 


PLC インジケーターび 
点灯または点滅しない 

参マスターアダプターの電源び入っていない 

♦ マスターアダプターの電源を入れてください。 

• ドアホン用 PLC アダプターの電源び入っていない 
♦ ドアホン用 PLC アダプターの電源を入れてください。 
♦マスターアダプターとドアホン用 PLC アダプター間の距離び遠い、 
または近くに電気ノイズを発生する機器びある 
今別の電源コンセントにつなざかえてください。 

参アダプターをノイズフィルターまたは、雷サージ対応のテーブル 
タップに接続している 

♦ アダプターは壁の電源コンセントに直接接続してください。 
テーブルタップを使用する場合は、ノイズフィルター、雷サー 
ジ対応びされていないテーブルタップを使巧してください。 

参電源コードの長いテーブルタップを使用している 

♦ でさるだけ電源コードび短いテーブルタップを使用してくださ 
い。 

PLC インジケーターび 
ホ点归ずる 

参アダプターの故障で 「 HD - PLC 」 ネットワークに接続でさない 

♦ お買い上げの販売店へご連絡ください。 

PLC インジケーターび 
已秒間ホ点归ずる 

参マスターアダプターにドアホン用 PLC アダプターを登録 中、エラー 
び起さた 

♦ 同じ壁の電源コンセントにマスターアダプターとドアホン用 
PLC アダプターを接続し、再度登録してください。 

(防41ページ） 


他の電化製品への彰響について 


原因と対策 


短波ラジオに雑音び入 
る/調光機能付さ照明 
器具やタッチランプが 
動作しない 

♦アダプターは、短波ラジオ、調光機能付さ照明器具やタッチラン 
プに影響を与えることびある 

♦ これらの電化製品は、別の電源コンセントに接続してください。 
♦ これらの電化製品は、でさるだけアダプターから離れた場所で 
使巧してください。 

み短波ラジオのアンテナまたはラジオを壁から離してください。 
それでち雑音び入る場合は、短波ラジオの周波数を別の周波数 
に切り替えてください。 

「 HD - PLC 」 仕様13外の 
PLC アダプターが動作 
しない 

参 「 HD - PLC 」 仕様!;(かの PLC アダプターは、 「 HD - PLC 」 ネットワー 
クには接続で去ないため、 動作しません。 
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通信速度について 


画像び止まる、更新び 
遅い、または通信び遠 
切れる 


原因と対策 


参一般家庭の単相云線式100 V 配線には、 L 1 旧、 L 2 相という吕種 
類びあります。 L 1 相と L 2 相間の異相間通信の場合は、同相間の 
通信に比べて信号び減衰しやすく、一部の電源コンセント間で 
通信でをない場合びある 

♦ 通信でさない場合は、接続ずる電源コンセントを変更して使用 
してください。 

•アダプターをノイズフィルターまたは、雷サージ対応のテーブル 
タップに接続している 

♦ アダプターは壁の電源コンセントに直接接続してください。 
テーブルタップを使用する場合は、ノイズフィルター、雷サー 
ジ対応びされていないテーブルタップを使用してください。 

参電源コードの長いテーブルタップを使用している 

♦ でさるだけ電源コードび短いテーブルタップを使用してくださ 
い。 

♦他の電化製品による電気ノイズを受けている 

♦ 電化製品の中には電気ノイズを発生ずるをのびありまず。 
例えば、 

充電器(携帯電話の充電器を含む)、ヘアードライヤー、掃除機、 
電気ドリル、調光機能付さ照明器具やタッチランプ 
これらの電化製品は、でさるだけアダプターから離れた電源コ 
ンセントで使巧してください。 

参 同一 住宅に2個 JiLh の マスターアダプターび ある 

♦ 同一の電力線上にマスターアダプターび2個じ(上あると、 デー 
夕通信に影響を与えることびありまず。マスターアダプターは、 
できる限り1台でお使いください。 

• 同一住宅に別の規格の PLC アダプターびある場合、双方の装置と 
ちに、通信速度の低下、または、通信でさない場合びある 
♦ できるだけ本製品から離れた場所で使用してください。または、 
どちらかの規格の PLC アダプターの使用を停止してください。 



たとさ 


困ったとを(つづさ) 
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困ったとを(つづを) 


テレビ やレコーダー について 


原因と対策 


ドアホンとの操作びで 
さない 

• ドアホン用 PLC アダフターとドアホン親機び正しく接続-設定さ 
れていない 

♦ 正しく接続-設定してください。（防2日〜30ぺージ） 

確認後を操作びでさない場合は、テレビやレコーダーの取扱 
説明書をお読みいたださ、テレビやレコーダーでドアホンとの 
ネットワーク接続と設定を確認してください。 

♦マスターアダプターとテレビやレコーダーび正し<接続-設定 
されてし)なし） 

♦ 正しく接続-設定してください。（防 31-33 ぺージ） 

確認後を操作びでさない場合は、テレビやレコーダーの取扱 
説明書をお読みいたださ、テレビやレコーダーでドアホンとの 
ネットワーク接続と設定を確認してください。 

今までドアホンとの 
操作びでさていたのに、 
操作でさな<なった 

参ルーターの電源び入っていない 

♦ ルーターの電源を入れてください。ルーターの DHCP 機能に 
より、各機器の IP アドレスび自動的に割り当てられると、ドア 
ホンとの操作びできるようになりまず （ IP アドレスの取得には、 

已分じ(上かかる場合びありまず）。ルーターの電源は常に入れ 
た状態にしておいてください。 

♦ルーターの再起動または電源を入れ直したため、さ機器との通信 

びでさな<なった 

♦ ルーターの電源び入っていることを確認し、アダプターを 
再起動してください (11^44 ページ)。次にテレビやレコーダー 
の電源を入れ直 して < ださい。 

ドアホン用 PLC アダプ 
ターをテレビやレコー 
ダーに登録中、 
「ドアホンに登録でさま 
せんでした。 

ネットワークの接続、 
または、ドアホンをご 
確認ください。 

解みしない場合は、ド 
アホンの登録-変更を 
実行してください。」 

と表示された 

♦テレビやレコーダー、マスターアダプター、ドアホン用 PLC アダ 
プターとドアホン親機のいずれかび正しく接続-設定されていない 

♦ じ(下の接続と設定を確認して < ださい。 

①ドアホン用 PLC アダプターとドアホン親機の接続.設定 
(防2日〜30ぺージ） 

⑨マスターアダプターとテレビやレコーダーの接続 
(防3 ] ページ） 

③ テレビやレコーダーのドアホン用 PLC アダプターへの登録 
(防32、33ぺージ） 

④ テレビやレコーダー側のネットワーク接続と設定 

テレビやレコーダーの取扱説明書） 
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原因と対策 


ドアホン用 PLC アダプ 
夕一をテレビに登録中、 
「ドアホンに登録でさま 
せんでした。 

ドアホンに登録でさる 
台数を超えていまず。」 
と表示された 

参すでに2台のテレビびドアホン用 PLC アダプターに登録されてい 
るとさは登録できません。 

♦ ドアホン用 PLC アダプターからテレビの登録情報を消去し 
(防4 已ぺージ)、新たにテレビを登録 (防32 ぺージ）してくだ 
さい。 

テレビやレコーダーに 
表お-録画されたドア 
ホン画像が青画面にな 
る 

(映像が映つていない） 

• ドアホン親機の映像出力端子とドアホン用 PLC アダプターの映像 
入力端子に接続ケーブルびしっかり差し込まれていない 

♦ 奥までしっかり差し込んでください。 









保証と アフター サー ビス 〔よくお読みください） 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 

転居や贈答品などでお困0の場合は… 

♦修理は、サービス会社-販売会社の 
r 修理ごホ目談窓口」へ！ 

♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、 
「お客様ご相談センター」へ！ 


■ 保証書(別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を化ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取りください。 
よくお読みのあと、保管してください。 

保話期間：お買い上げ曰から本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間 

当祉ホ、このドアホン用 PLC アダプターパック 
の補修用性能部品を、製造巧ち切り後7年保ちし 
ています。 

ま)補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持 
するために化要な部品です。 


修理を依頼されるとき 


已7〜日已ページに従ってご確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの 
販売店へご連絡ください。 

♦保証期間中は、 保証書の規定に従って、出張修理をさせて 
いたださます。 

♦保証期間を過ざているときは、 修理すれば使用でさる製品 

については、ご要望により修理させていただきます。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

♦修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されて 
います。 

MW ] は、 診断-故障個所の修理および部品交換-調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

は、 修理に使巧した部品および補助材料代です。 

化張紳 は、 お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者 
をが遣する場合の費巧です。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

ドアホン用 

PLC アダプター パック 

品番 

VL - SP 880 

お買い上げ曰 

年月日 

巧障の状況 

でさるだけ具体的に 



♦停電、電力線上ノイズなどの外部要 
因により発生した損害の捕償につい 
ては、当社はその責任を負えない場 
合ちございまずので、あらかじめご 
了承 < ださい。 


ごホ目談窓□における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その 
確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくとさのため、 
ナンバー■ディスプレイを採用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場合や 
正当な理由びある場合を除を、第=者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 

「よくある質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http :// panasonic . co . jp / pcc / contact / inquiry / la _ index.htnnl 


修理に関ずるご柏談 

使いかた-お買い物などのご相談 

ナショナルパナソニック修理ご相談 窓 □ 

ナショナルパナソニックお客様ご相談センター 

譜基 S 因0570 -087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお® 5せします。 
•携帯電話’ PHS ■ IP 電話等、ナビダイヤルがご利用でをな 
し、場合は、最寄りの修理ご相諭嘗〇こ直接おかけください。 
•最畜りの修理ご相談窓口は、次ページをご覧ください。 

365 曰/受付 9 時〜 20 時 

電話 嚴ル01 20-878*365 

■ 携帯電話 . PHS でのご利用は … 06-6907-1187 

FAX 茹 ju usm 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays / national holidays ) 


巨巨 

































※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 




4IS®4) SS 0570 -087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

•携帯電話 - PHS ■ IP 電話等、ナビダイヤルがご利用できない場合は、最寄りの 
修理ご相談窓口に直接おかけください。 

•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させていただく場合がございます。 


北海道地 


ネし幌 札幌市厚別区厚別南 

2下目] 7-7 

巧 (011)894-1251 

旭 jl | 旭川市2条通16 了目 
1166 

0(0166)22-3011 


帯広帯広市西20条化 2 T 目 

っご.つ 

巧 (0155)33-8477 

ffifi 函館市西お梗日89番地241 
(函館流通卸センター内） 

巧 (0138)48-6631 


青森 青森巿大字お田字豊田 

364 

巧 (017)77 日-0326 

秋田 秋田市が旭り I 字ル谷地 
3-1 

巧 (018)868-7008 

岩手 盛岡市励 II 己 T 目 1-43 

巧 (019)64 日-6130 


首都 


楠木宇都宮市上戸祭3 了目 
3-19 

巧 (028)689-2555 

群馬 前橋市箱田町32己-1 

巧 (027 に 54-2075 

茨城 つくば市筑穂 3 T 目1己-3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 欄 I 怖赤堀吕 T 目 4-2 

巧(048)728-8%0 

千裏 千葉市中央区末広已 T 目 
Q_S 

巧 (043 に 08-6034 


東京東京都世田谷区宮お 
2 了目2目-17 

0(03)5477-9780 

山梨 甲府市宝1了目 4- 13 

0(055)222-5171 

神奈川横お市港南区曰野已 T 目 
3-16 

巧 (045)847-9720 

新漏新潟市東明1了目 8- 14 

巧 (025 に 86-01 71 


石 jll 金ミ尺市横 JII 3 了目2白 

巧 (076)280-6608 

冨山實山市根塚町1了目 1-4 

_ 。(〇 76)424-2549 

福井 福井市問屋町 2 T 目14 

巧 (077 が2日-5001 

長野 松本巿寿化 7 T 目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

静岡 静岡市莫区千代田 7 T 目 

7-5 

0(054)287-9000 


愛ミ D 名ち屋市瑞穂区塩乂町 
8-10 

0(052)819-0225 

岐阜 岐阜市中謂4了目42 

巧 (058 に 78-6720 

高山 高山市花岡町 3 T 目82 

巧 (0577)33-061 3 

津市义居野が町字山巧 

421 

巧 (059 に5日-1380 


蕊賀栗東市霊仙寺1了目 1-48 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区竹田中川原町 

71-4 

巧 (07 日) 646-21 23 

大阪 大阪市城東区関目 2 T 目 

1 5-5 

巧 (06)63 日 9-6225 


宮城仙台市宮城野区扇町 

7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形山あ市平清水 1 T 目]-7已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山市亀田]了目己]-1己 

巧 (024)991-9308 


奈良 大和郡山巿筒井町 
800番地 

巧 (0743)59-2770 

巧歌山 和歌山巿中島499-] 

巧 (073)47 日-2984 

兵庫巧戸市須磨区弥栄台 

打目] 3-4 

0(078)796-3140 


鳥取 鳥取市を浸29己-1 

巧 (08 日7に 6-969 日 

米子 米モ市米原 4 T 目 2-33 

巧 (08 日 9)34-21 29 

ネ公江 お江市平成町182番地 
14 

0(0852)23-1128 

出雲 出雲市渡橋町416 

巧 (0853)21-31 33 


浜田 お田市下府町 327-93 

巧 (085 日に 2-6629 

岡山 岡山市田や 138-1 10 

巧 (08 が 242-6236 

広島 広島市西区南観音 8 T 目 

13-20 

0(082)295-5011 

山 □ 山□巿ル郡下郷220 -1 

0(083)973-2720 


_ ujHl 

香 jll 高松市賴使町1已 2-2 

巧 (087)868-6388 

徳島 徳島市ホお 2 T 目36 

巧 (088)624-0253 


高知 高が市仲田町 2- 16 

0(088)834-3142 

愛媛愛媛県伊予郡祗部町八倉 
7己-1 

巧 (089)90 日-7544 


福岡 き日巿き日公園 3 T 目48 

巧(092)593-90：36 

佐賀佐賀市離島町大字 
八戸字上深町3044 

S (0952)26-91 51 

長崎 長崎市東町1949-] 

巧 (09 日) 830-1 658 

大分 大分市款原 4 T 目 8-3 已 

巧 (097) 日日 6-381 日 

宮崎宮崎市本郷北方き草葉 

2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


貪旨本 熊本市健軍本の 12-3 

巧 (096)(367-6067 

天草 本渡巿港町 18-1] 

巧 (0969)22-31 25 

鹿巧島 鹿児島市与次郎1了目 

5.っつ 

巧 (09 が2日 0-56 己7 

大島 奄美市名;頼朝仁町1 1-2 

0(0997)53-5101 



所在地、電話を号がを更になることがありまずので、あらかじめご了承ください。 


0907 



たとさ 


保証とアフタ—サ—ビス 













































■本製品は、外国為誓および外国貿易法に定める規制対象貨物（または技術）に該当しまず。 
本製品を曰本国外へ持ち出す場合は、同法に基づ<輸出許可など必要な手続さをお取り< 
ださい。 

This product is a Restricted Product (or contains a Restricted Technoloay) subject to the 
Japanese Foreign Exchange and Foreign Trade Law. In case that it is exported or brought 
out from Japan, you are required to take the necessary procedures, such as obtaining an 
export license from the Japanese government, in accordance with the Law. 

■本製品は日本国内用です。国外での使用に対するサービスはいたしかねます。 

This product is designed for use in Japan. 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan. 


長年ご使用のドアホン用 PLC アダプターパックの点検を 


の 


こんな症状 

•電源コードや電源プラグが傷んで 
いる。 

はありませ 

♦こげ<さい臭いや異常な音びずる。 

んか 

♦内部に水や異物び入った。 


♦その他の異常や故障びある。 


このよラな症状の 
ときは、使用を中 
止し、故障や事故 
防止のため、電源 
コンセントか5電 
源プラグを抜いて、 
おず販売店に点検 
をご相談ください。 



便利メモ (おぼえのため、記入されると便利でず） 



パナソニックコミュニケーシヨンズ株式会社 
ホームネットワークカンパニー 

干 812-8531 福岡市博多区美野島4 T 目 ] 番62号 
© 2007 Panasonic Communications Co., Ltd. All Riahts Reserved. 
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